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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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エピローグ




　あとがきにかえて











あなたと別れて




朝が来て

昼が来て

夜が来て……




朝が来て

昼が来て

夜が来て……




この想おもいは

時が解決してくれると信じていた

やがて安らかな心で

私は永遠の眠りにつくのだと……




無念の想いはあるけれど

後悔はなにもない

今は辛つらいけれど

きっと静かに

あの人の幸せを願えるだろうと……




それなのに　どうだろう




この哀かなしみはなんだろう

小さな寂しい氷の粒が

幾百の時を超えて

幾千の夜を超えて

少しずつ

少しずつ

大きく　固く　冷えてゆく……




この哀しみをどうすればいいのだろう

この寂しさを何で埋うめればいいのだろう……




誰だれか教えて

私はもう

何も望んではいけないのだろうか

夢も見てはいけないのだろうか




だって　こんなにも

想いは　ここに在あるのに

それはすべて

過去のものとして

葬ほうむらなければならないのだろうか




誰か　こたえて

この哀しみをどうすればいいのだろう

この寂しさを何で埋めればいいのだろう……

こんなにも　こんなにも

大きく　固く　冷えてしまった

この心は　何で溶とかせばいいのだろう……




咲き誇ほこる椿つばきも

今はもう　何の慰なぐさめにもなりはしない







　　プロローグ







　緑深い山中を、ひとりの男が歩いていた。背中には、おそらく彼の家財道具一式が入っているのだろう、大きなリュックを背負っている。復員兵だろうか。いや、彼の足取りには、やっと故郷へ帰れたという安あん堵ども、早く元気な家族の顔を見ようという逸はやりもない。ただ、深い憔しよう悴すいに覆われているだけだ。

　季節は、秋だ。だが、色づいた紅葉も、小さな実を結んだ木々も、男の目を楽しませている様よう子すはない。その豊かな自然を決して疎うとんでいるわけではなかったが、美しい賑にぎわいは、あるいはかえって疲れ果てた男の、心の哀かなしみを色濃くするのかも知れない。

　その時、パシャンッ！　と、どこかで小さな水音がした。男は、木こ立だちを分け入り、水音の方へ進む。パシャンッ！　パシャンッ！　小鳥が泉で水浴びでもしているのだろうか。小さな水音は間断なく続く。やがて、深い緑のあちら側に、明るく日が射しているのが見え始めた。「あれだ！」男は、その日射しに向かって足を速めた。

　小さな泉だろうか。それとも川の溜たまりかも知れない。どちらにしても、何時間も歩き続けて喉のどはカラカラだ。ひと口、水を飲めればそれでいい。

　そんなことを考えながら木立を抜けると、拍子抜けしたように、広々とした空間が広がっていた。果たしてそこは、大きな湖だった。男は、しばらく惚ほうけたようにそこに立ち尽つくした。

　木こ漏もれ日さえほとんど射さない、薄暗い深い山道を歩いて来た男にとって、その光る水みな面もは、目も眩くらむばかりに眩まぶしかった。蒸れたように香りつづけた木々の中を歩いて来た男の鼻孔を、清すが々すがしい水の匂においがくすぐった。

　男は、ずっと歩いて来た暗くら闇やみを、抜けたような気さえして、その場に立ち尽くした。そう、男は身も心もすっかり疲れ果てていたのである。

　パシャンッ！　パシャンッ！　水を跳はねていたのは、小さな女の子だった。キラキラと、水面にうつった光をすくうように、水を跳ねては、無む邪じや気きな笑い声を上げている。

　可愛かわいらしさに思わず微笑ほほえんだ男は、ほころんだ自分の両頰ほおに、思わず手を当てた。思わず漏もらした自分の感情に驚おどろいたように……。

「可愛い？　小さな女の子が無邪気に水を跳ねている……そうだ、可愛い……フフ……そうか、私の中にも、まだ可愛いなんて思える心が残っていたんだな」

　男の指先に、熱いものが触ふれた。涙……だった。

「お兄さん、どうして泣いてるの？」いつの間にか、水遊びをしていた少女が、男の側そばで、男を見上げて立っている。少女の瞳ひとみの純粋さを黙って見返した男に、少女は少し恥じらいながら言う。

「あのね、帰るお家うちがなかったら家に来てもいいよ。うちはね、ホラ、あそこに見える神社なの。お祖じ父いちゃんがいつも言ってるよ。今は大変な時代だから、困った人は助けてあげなきゃって……」

　それでも黙って、少女を見る男に、やがて少女は手を引いてうながした。

「ねえ、行こう」

　男と少女は、手をつないで神社へ向かって歩き出した。

　昭和二十年代、岡山の物語である。







　　第１章　19才・真夏の恋







　リ──────ン……。リ──────ン……。

　ウスウスと目を覚さました時、すでにその音は、俺おれの耳に焼きつき、こだましていた。

　なんだったろう。随ずい分ぶん、哀かなしい音だな。懐なつかしいような、切せつないような……。なんだったっけ。

　そうだ！　風ふう鈴りんの音だ。

　リ──────ン……。リ──────ン……。

　……風鈴？　今いま頃ごろの季節に？　いや、そういえばひどく暑い。真夏みたいだ。体が重い。

　トン、トン、トン、トン……。

　トン、トン、トン、トン……。

　包ほう丁ちようの音……か。Ｓ……ちゃん、かな？　今、何時だっけ。時計は……と、

「う……ん？」

　手を伸ばすと、サラリと独特の感かん触しよくがした。

　畳たたみ？　座ざ敷しきでうたた寝しちまったのか？

　いや、違う。ちゃんと布団ふとんに寝てる。

　ここは、どこだったろう。

　真四角い天てん井じようを見上げる。

　真っ白な壁紙を貼はったような、安やす普ぶ請しんのその天井には、まるで見覚えがない。

　頭の上の窓と、右手のベランダへの出口らしいガラス戸に、お揃そろいのイエローとグリーンのチェックのカーテンがかかっているが、これにもまったく見覚えがなかった。

　そして体が、ひどく重い。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　蟬せみ……か。夏……だったっけ？　今。

　どうしたんだろう。暑さのせいかな？

　なんか、はっきりしない……。

「天てん地ちー！　そろそろ起きないと、遅ち刻こくするよー」

　襖ふすまが、ガラリと開いて、女の子が顔を覗のぞかせた。

「なんだ、目、覚めてたんなら返事くらいしてよ」

「……ハルナ？」

「ん？　どうしたの？　寝ぼけた顔しちゃって。こんなに暑いのに、よくいつまでも寝てられるわねー。ホラ、今日きようもいいお天気！」

　そう言いながら、ハルナは、ガラリと窓を開あけ放った。白いガラスの風鈴がひとつ、軒のき下したに下がっている。

　そうだ。あれは先週、二人で夜店で買ったんだった。少しは涼しくなるかなあ、なんて……。どうして忘れてたんだろう。

　ハルナは続けて、ガラス戸に引かれたカーテンを開け放つ。眩まぶしい！

　そうだ。このカーテンは、安物の生き地じを買ってきて、ハルナがせっせと縫ったんじゃないか。どうして見覚えがないなんて思ったんだろう。

　そうだ、そうだよ。今は、真夏だ。毎日、熱帯夜じゃないか。どうかしてるな、俺。暑さでボケちまったのかな。

「どうしたのよ？　天地ったら。ボーっとしちゃって」

「あ……うん。なんか、ちょっとだるくって……。夏バテかな」
















「大だい丈じよう夫ぶ？」心配そうに、ハルナが俺の顔をのぞき込む。そうだよ。ここは、ハルナと俺のアパートだ。なんで、自分はベッドに寝てるような気がしてたんだろう。ハルナがいつも言ってるからかな？　デパートの家具売り場で。「こんなお洒落しやれなベッドの置ける家に住みたいねー」なんて……。

「ねえ、天地ったら。気分悪いの？　今日、夏期講習、休む？」ハルナが俺の額ひたいに優しく手を置く。ひんやりと、すべすべして気持ちいい手だ。

「いや、行くよ。大丈夫。今日、提出する課題もあるしさ……」

「ホントに大丈夫？　無理しないでね」

「大丈夫、大丈夫。ハルナは心配性なんだから」

　まだ心配気に俺を見ているハルナを安心させる意味も込めて、俺は勢いよく布団から飛び起きた。

「ようし！　顔でも洗ってスッキリするか」

「フフフ……天地ったら。朝ごはんの支し度たく、できてるよ」

　ようやく明るく笑ってハルナが答えた。

　廊ろう下かに出て、右手に歩いて左手がトイレと洗面所と風ふ呂ろ場ばだ。よく知っている。当たり前だ。俺の家だもの。

　洗面所の水道の蛇じや口ぐちをひねろうとして、ふと鏡を見た。

「え？」

　俺って、こんな顔してたっけ。思わず、右の手のひらで確かめるように自分の顔を押さえた。じっと鏡の中を見る。

「天地、タオル……なに、自分の顔にみとれてんのよ！」

　タオルを手渡そうと、やって来たハルナが、鏡の前に立ちつくしている俺を見て笑う。

「ハルナ……俺、今日、変かな？」

「変だよ、朝からボーッとしてるし」

「いや、そうじゃなくて、俺の顔、変じゃない？」

「顔？　うーん、寝起きだから、ちょっと目が腫はれてるかな？　でも、大丈夫、大丈夫。カッコイイ、あたしの天地だよ」

「な……バカ！」ハルナの言葉に、思わず赤せき面めんしてしまう。

「フフフ……。天地ったら、赤くなってる。カワイー。ホラ、ご飯、冷めちゃうから早くね」

　俺にタオルを押しつけると、ハルナは廊下を挟はさんで向かいにあるキッチンへ消えた。

　ハルナがいなくなると、俺はもう一度、そっと鏡を見た。

　確かに、俺の顔だ。

　そうだと思う。

　でも、何かが違うような気がするんだ……。

「何、考えてるんだ。バカバカしい」声に出してそう言って、蛇口いっぱいに水を出して顔を洗った。乱暴に、何度も、何度も、痛いほどに顔をこする。なんだか、そうしていないとやりきれないような不安が募つのってくる。

　なんでだ？

　なんで、俺、こんなに不安なんだろう。

　バシャ、バシャ、バシャ、バシャッ。

　バシャ、バシャ、バシャ、バシャッ。

「天地ー？　何、してるのー？」

　キッチンからの、ハルナの声で、ようやく我われに返った。本当に俺、今日はどうかしてる。

　きっと、天気のせいだ。暑いだけじゃない。

　なんか、空気が澱よどんでるんだ。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　蟬せみが、ひどくうるさい。

「天地ー、食べよ？」キッチンから、廊下に顔を突き出して、ハルナが笑う。みそ汁のいい匂においが鼻を突いて、俺は急に空腹を感じた。

「ごめん。今、行くよ」

　広いとは言えないダイニングキッチンのテーブルの上には、炊きたての白いご飯と、ワカメのみそ汁、焼いた鮭、卵焼き、ほうれん草のおひたし、お新香が並んでいる。一輪挿ざしには、真っ赤な花が一輪……。何ていう花だったっけ。

「今日は、和風で決めてみました。さあ、座すわって、座って」

　ハルナに促うながされて席に着く。

「いただきます」

「はい、どうぞ」

　二人でご飯を食べ始める。ハルナが、隣となりのお祖ば母あちゃんの話や、アパートの向かいの家で飼っている大きなムク犬の話をする。俺は、相づちを打つ。全部、知っている。隣の、親切なお祖母ちゃんは、耳が遠くて、聞き違いによる笑い話が絶たえない。向かいのムク犬は、でっかい図ずう体たいのくせに弱虫で、ノラ猫にもやられっぱなしだ。そうだよ、全部知ってる。ここは、俺の家だ。当たり前じゃないか。本当に、どうかしてるんだ。早く、こんな変な不安なんか、忘れてしまえ！

「ねえ、天地。今日、何時頃帰ってくる？」

「あ……４時頃かな？」

　急に話しかけられて、口ごもってしまった俺には気づかず、ハルナが甘あまえるように言う。

「私、バイト、４時までなんだ」

「先週から働き始めた、駅前の画材屋さん？　じゃあ迎むかえに行くよ。買い足したい道具もあるし、一緒に帰ろう」

「ホント？　嬉うれしいな。ねえ、あの喫茶店に寄ろうよ」

「あー、新しくできたっていう？」

「そう。バイト先のみっちゃんっていう子がね、トロピカル・フラッペっていうのが、すっごくおいしいって言ってたの」

「いいけど……そういう店って、女の子ばっかりじゃないの？　ちょっと苦にが手てだなあ」

「そんなことないよ。そりゃあ、女の子が多いかも知れないけど、みっちゃんだって、彼と行ったって言ってたもん」

　子供みたいに、口を尖とがらせるハルナが可愛かわいくて、思わず笑ってしまう。いつも大人っぽい口をきくくせに、急に子供じみたことでダダをこねるようなところが、ハルナにはある。こんなハルナを見てたら、なんだかさっきまでの不安が本当にバカバカしくなってくる。

「わかった、わかった。じゃあ４時に迎えに行くよ。ごちそうさま」

「やったー！　４時にね、待ってるからね。フラッペ、フラッペ、トロピカル～」

　ハルナは、鼻はな唄うたを歌いながら食器を片づけ始めた。そうだ。俺は、もうずっと前からこんな風景に憧あこがれてたんだ。優しい女の子が側そばにいてくれて、甘えたり、威い張ばったり……、キッチンからはいつもいい匂いがしているような……そんな〝家〟。俺は今、本当に幸せだ。まだ稼かせぎもない学生だけど、これから、もっともっと頑がん張ばって、ハルナを幸せにしてやらなくちゃ。

　ハルナに見送られて、俺は学校に出かける。二つ先の駅にある、美術学校だ。専攻は、油絵。今のアパートは、学校に通うのに便利だからと、ハルナと一緒に選んだ。ボロアパートだけど、狭いながらも２ＤＫで、何よりもベランダが広くて眺ながめがいい。ダイニングと寝室に使っている二つの部屋に面していて、天気のいい日には、外の清すが々すがしい空気の中で絵を描くことができる。その上角部屋なので、もうひとつのアトリエに使っている部屋にも、西向きながら窓があるのだ。実は、予算的にはちょっとオーバーしてたのだが、「絶対、ここがいい！　私も、バイト頑張るから」とハルナが言ってくれたのだ。多分、俺があの部屋をすごく気に入ったことを察してくれたんだと思う。




　教室に入ると、机ではなくイーゼルがズラリと並んでいる。始業まで、まだ少し時間があるから、教室にいる生徒は、せいぜい半分くらいのものだ。本気で絵で食べていこうとしている奴やつは、明け方まで描いているし、遊びで来ている奴は、夜遊びに忙いそがしい。つまり、朝に弱い連中が多い学校なのだ。

　何気なく、スケッチブックを繰くっていると、背後から声をかけられた。

「よう、課題、できた？」

「ああ、なんとかね」

「お前はいいよな。24時間ＯＫのモデルだもんな。また彼女、描いたんだろ？」

「うん。まあな」

「なにが、『まあな』だよ。お前の人物画って、彼女しか見たことないもんな。ハルナちゃんだっけ？　一緒に暮らしてるんだろ？」

「ああ」

「美人だよな。絵でしか見てないけど。一回、実物にもお目にかかってみたいよ。今度、飲み会に連れて来いよ」

「そのうちな」

「そのうち、そのうちって……」

　ジリリリリリ……。

　始業のベルだ。助かった。この鈴木って奴は、悪い奴じゃないんだけど、遊びで学校に来ている典型だ。あまり、いい噂うわさも聞かないし、ハルナに会わせたくない。

　授業が始まる。午前中は大たい概がい、クロッキーで、午後からは課題に合わせた自分の作品を描く。合あい間まに、週三回くらいは、美術論だとか、美術史の講義も入る。課題は、かなり早いペースで出されて、本気でやろうと思ったら、それこそアルバイトの暇もない。

　今日、提出するのは人物画で、俺の作品は鈴木の言うとおり、ハルナだ。ハルナの好きな花をバックに、描いている。そう、今け朝さもテーブルに飾ってあったやつだ。？……でもあれって、春先にモチーフを決めたやつだよな？　花のことはよく知らないけど、年中ある花じゃないような……。何か、ひっかかるな……。釈しやく然ぜんとしない感じ……。




「おい、クロッキー始まってるぜ。描かなくていいのかよ？」

「え？　あ、ごめん。ボーッとしてた」

　やっぱり今日は、どうかしてる。鈴木に声をかけられるまで、クロッキーが始まってるのにも気づかないなんて。周囲を見ると、皆はもうかなり筆を進めている。ヤバいな。クロッキーは、毎日、集めて採点されるのだ。頑張らないと……。

　その後は、授業で精せい一いつ杯ぱいだった。朝の不安も、花のことも、絵に没ぼつ頭とうしている間に、すっかり忘れてしまった。終業は３時半。ハルナとの約束に備そなえて、授業が終わると、すぐに学校を出る。

　駅前の画材屋に行くと、ハルナはまだレジに立っていた。

「ごめん、天地。もうあがれるから、着き替がえてくるね」

「ああ、いいよ。ゆっくりで。買いたいものもあるし」

　更衣室へ向かったハルナと別れて、メモを見ながら、セルリアンブルーだとか、バーミリオンだとか、スカイグレーだとか、膨ぼう大だいな色数を揃そろえてある絵の具コーナーを歩く。足りない絵の具を探して、ある陳列台の前にかがみ込んだ瞬しゆん間かん、ふと、奇き妙みような感覚にとらわれた。なんか、前にも同じことがあったような気がする？　そう思った瞬間、周囲の風景が、暑さにグニャリと歪ゆがんだ……！

「天地！　お待たせ」

　顔を上げると、さっきまでつけていた画材屋のエプロンをはずし、後ろで束たばねていた髪も下ろしたハルナがニッコリ笑って立っていた。

　さっきのは、何だったんだ？

　やっぱり今日はどうかしてる。

　風景も、もと通りだ。

　みっちゃん推すい薦せんの新しい喫茶店で、アイスコーヒーを飲みながら、ハルナにさっきの不ふ思し議ぎな感覚の話をした。爽さわやかなブルーのかき氷に、ありとあらゆる果物を載のせた、トロピカル・フラッペを口に運びながら、ハルナはクルクルと目を回して答える。

「そういうの、デ・ジャ・ブって言うんだって。私も、なったことあるよ。あ、この風景、見たことあるなって感じ……」

「そうじゃなくて、もっと、なんて言うのかな……」

「そういうことは、あんまり深く考えちゃダメ。考えたって、分からないものは分からないんだから。天地、今け朝さから夏バテっぽいし、もうやめようよ。そんな話」

　ハルナはそう言うと、さっさと話題を変えてしまった。アルバイトの誰がどうしたとか、今日来た、おかしな客の話だとか……。

　そうだよな。ハルナの言うとおりだ。考えたって、仕し方かたがない。第一、こんな感じは、誰にだってあることなのかも知れない。俺は、俺だけを特別なように感じてるだけでさ。

　家に帰って、風ふ呂ろに入って、夕飯を食べてから、ベランダでハルナを描いた。今度は、夜空をバックにハルナを描こうと思う。

「そうだ、ハルナ。あの花、なんだっけ？」

　ふと、思い出して、口にしてみた。

「花？」

「そう、ハルナが好きだっていう真っ赤な……」

「ああ、椿つばきよ」

「椿って、早春の花だよな」

「ええ、そうよ」

「今朝、テーブルになかった？」

「ああ、あれね。隣のお祖母ちゃんがくれたの。今頃の季節に咲くなんて珍しいから、田舎いなかから送ってきたんだって。随ずい分ぶん、北の方らしいけど……」

「なんだ、そうか」

「何？」

「いや、不ふ思し議ぎだと思ってても、案外、聞くとなんでもないなって……」

　フフフ……とハルナは笑った。

　リ──────ン……。

　リ──────ン……。

　風が吹いて、風鈴が、大きく揺れる。

「風が出てきたな。今夜は珍しく少し冷えるし、中に入ろうか」

「うん。中でもう少し描くでしょ？　コーヒー、入れるね」

　そう言って、ハルナは先に立って部屋に入った。ダイニングテーブルの上の花を見ながら、そっと呟つぶやく。

「狂い咲き……っていうんだって」

「え？」

「この椿みたいに、違う季節に咲いちゃった花のこと。狂い咲きって……なんか、哀かなしい響きだね」

　そう言ったハルナの横顔は、びっくりするくらい寂しそうだった。

「ハルナ……」

「フフフ……朝からの、天地のセンチメンタルな夏バテが伝う染つっちゃったかな」

　思わず、名前を呼んでしまった俺に、ハルナは明るく笑って言う。でも、その夜のハルナは、それからもずっと、どこか寂しげだった。

　夜、部屋の電気を消してからも、心細げで、布団ふとんの中で俺にそっと寄り添そって囁ささやく。

「なんだか、夢みたい」

「夢？　何が？」

「全部。今、こうしていることの何もかもが、夢みたい……」

　すり寄せて来たハルナの体は細く、久しぶりの涼しい夜とはいえ、あまりにも冷たかった。何とはなく不安な心もちが、俺の胸にも押し寄せてくる。思わずハルナを抱き寄せながら、自分にも言い聞かせるように言った。

「何、言ってるんだよ。俺は、ここにいるよ。大丈夫だよ」

「そうだね。天地は、ここにいるよね」

「ああ」

「あったかいもんねー。ねえ天地？」

「ん？」

「私のこと好き？」

「好きだよ」

「ずっと一緒にいてくれる？」

「いるよ」

「本当に？」

「本当だよ」

「絶対に？」

「絶対に！　そんなこと言って、ハルナの方が逃げ出すんじゃないのか？」

「そんなことない！」

　ハルナは、驚くほど強く言い切った。

「どうしたんだよ？　そんな、大声出して」

「天地こそ、どうしてそんなこと言うの？　私は、ずっと天地の側にいる！　ずっと、ずっと、いるもん！」

　ハルナは、だだっ子のように、抱き寄せる俺の胸に手を突っ張って、イヤイヤしながら、言い続ける。

「なんだよ、冗談じゃないか。バカだな」

「冗談？」

「当たり前だろう？　ずーっと、二人で一緒にいよう？」

「うん。ずーっとだね」

　そう言って、ハルナは俺にしっかりと、しがみついてくる。

　リ──────ン……。

　リ──────ン……。

　風鈴のか細い音が、ハルナのすすり泣きのように聞こえる。俺は、ハルナのやわらかい髪に顔を埋うずめて、幼おさない子供をなだめるように頭をなで続けた。しばらくそうしているうちに、ようやく、安心したのか、ハルナは寝息を立て始めた。

　リ──────ン……。

　リ──────ン……。

　また風鈴が鳴ってる。寂しい音だな。あれのせいかな？　俺もハルナも、なんかナーバスになってる。明日、はずそうかな……。
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　夏だ。まったくもって夏だ。カンカン照りの太陽が、ジリジリと肌はだを焼いていく。

　ここは、東京の下町。

　大震災にも戦火にも生き残ったという、長屋の並ぶ横丁では、軒のき先さきで朝顔がぐったりと暑さにしおれている。世せ知ち辛がらい世紀末には珍しく、真っ昼間から玄関の鍵かぎをかけている家はないらしく、開あけ放った玄関先に簾すだれがかけられ、中からはテレビの音が漏もれている。

　横丁を出て大通りに目を向けると、こちらも今の時代には珍しく、長年の風雨にたえた看板を掲げた商家が数軒、軒を連つらねている。

　その商家の中の一軒、大きく「氷」と染めぬかれた布を軒下に吊つるした甘かん味み屋で、二人の女がかき氷を食べていた。

　一方の女性は、この下町風情ふぜいに相応ふさわしく、着物を着こんだ黒髪の美女だったが、その正体は、なんと地球人にはあらず。銀河系の最先端、樹じゆ雷らい星の第一皇おう女じよ、阿あ重え霞かであった。ちなみに、彼女は銀河系の辺境の地・地球に来ているので、変装のため和服を着ている訳ではなく、彼女の故郷・樹雷星では偶然にも衣服から宇宙船に至るまで、なぜか和風テイストなのである。

　そしてもう一方の女は、現代風というべきか、何というべきか、パンク娘よろしく水色の髪をツンツンに逆立てたナイスバディの美女である。その正体は、宇宙海かい賊ぞくとして銀河系に名を知られる魎りよう呼こ。

　さて、その二人が何な故ぜか、この東京の下町でかき氷を食べているのである。魎呼は宇う治じ金きん時ときで、阿重霞は苺いちごミルクである。宇宙一の女海賊・魎呼と、樹雷星は樹じゆ雷らい皇おう家けの第一皇女・阿重霞が、並んでかき氷を食っているというのは、全く妙みような話なのだが、この場合、それよりおかしなことがある。

　静かなのだ。

　知っている人は知っている事実だが、二人は非常に仲なかが悪い。

　寄ると触さわると、一大バトルが繰くり広げられるこの二人が、なぜか〝静かに〟並んでかき氷を食べているのである。

「フーッ」と魎呼がため息をつけば、

「ハーッ」と、阿霞重が返す。そんな感じである。

　いつもなら、

「おい、よく苺ミルクなんて、しゃらくせえもんが食えるな。大おお年どし増まが恥ずかしげもなくよ」と魎呼が言えば、

「なんですって！　そりゃあ、あなたには地味～な宇治金時がお似合いでしょうけれども、私のように、何をどうやっても華やかになってしまう女には、このくらい派は手でな色がないと合いませんのよ」と阿重霞が返す。

　さらにすかさず、魎呼が、

「ケッ、己おのれのお粗末さを、派手な氷の色でカバーしようったって、そうはいかねえぜ。年を取ると、派手好みになっていけねえなあ」

　と言えば、ついに阿重霞が、

「このお！　よくもおとなしくしていれば、いい気になって……!!」と応戦し、挙あげ句の果ては、ギャーッ！　ボカ、スカ、ボカスカ、ドッチューン！……などという、騒そう々ぞうしさになるハズなのだが……。今日の二人は、ただ、ただ、厳おごそかに氷を口に運び、時折、切なげなため息をもらすばかりである。

「はーっ、食った、食った。ごちそうさん。ここは年上の面めん目ぼくにかけて、阿霞重、お前に払わしといてやるよ」

「なんですって、お待ちなさい！　この食い逃げ宇宙海賊!!」

　などという言い争いも、しつこいようだが、ない。ただ、お互いに食べた代金を店のオヤジに払い、てくてくと歩きはじめるのだった。

「おい、おい、妙におとなしいじゃねえか。やっぱり、あれかい。年寄りは、冷たいものは歯にしみるかい」

「お黙りなさい！　あなたこそ、昨日、お腹なかを出して寝てらっしゃったようだけど、腹具ぐ合あいでも悪いんじゃありませんの？　ああ、それともまた拾い食いでもなさった？」

　とか言う、オチもない。わー、ごめんなさい。もう、しません。

　とにかく二人は、静かに歩いております。

「フーッ」

「ハーッ」相変わらず、出るのはため息ばかり。心なしか、足取りも弱く、二人とも、以前より少し瘦やせたようにも見える。

「阿重霞、もう夏だなあ」憎らしいほど青い空を見上げて、魎呼が言う。

「夏、ですわねえ。フーッ」阿重霞もまた、大きなため息をひとつついて、空を見上げる。どこまでも青い空に、消えそうな飛行機雲が、うっすらと残っている。派手な入道雲ひとつなく、なんだか空もおとなしい。

「もうじき……半年か」

「ええ。半年です」

「千年ぐらいに感じるよ」

「千年くらいに感じますわね」

「くそっ」魎呼は、やけを起こしたように、道の小石を蹴け飛とばす。

「ねえ、魎呼さん？」

「なんだよ」

「私、やっぱりお参まいりしてまいりますわ」

「さっぱりご利り益やくがねえから、行かないんじゃなかったのか？」

「ええ。でも念の為ため……」

「念の為？」

「神様も今日は、気が向いて願いをきいてくださるかも知れませんもの」

　二人が話しているのは、この下町の路ろ地じ裏うらにある小さな寺に行くか、行かないかというコトで、いつもなら、ここで、寺なんだから神様じゃないとか、神様に気が向くも何もあるもんかと、喧けん嘩かになるところだが、今日はやっぱり何かが違う。

「そうだな。行ってみるか」と、魎呼も阿重霞に同意した。

　路地裏に入り、小さな寺の門をくぐって、煤すすけた古めかしい仏像を目め指ざし、階段を上り始めた時だった。

「あっ！」阿重霞が、いきなり振り返りざまに叫んで、危あやうく転びそうになる。

「なんだよ、どうした？」阿重霞を助け起こしながら振り返った魎呼は、そのまま惚ほうけたように動かなくなってしまった。

「天てん地ち？」

「天地様？」二人同時に呟つぶやいた、目線の先には、つい隣となりに、階段を下って行く少年、いや、青年の姿がある。

　だが、それは、次し第だいに輪郭を失ってゆき、蜃しん気き楼ろうのように消えた……。

「天地!?」

「天地様!?」

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　蟬せみが鳴いている。

　二人の目には、すべての風景が凍こおりついたように見えた。

「お姉ちゃんたち、邪じや魔まだよ」階段で石いし蹴けりをして遊んでいた子供たちが、立ちつくす二人に文句を言ったが、二人の耳に入る様よう子すはない。

　ようやく、魎呼が口を開いた。

「おい、見たか？」

「ええ。見ましたわ」

「確かに、天地だったよな」

「はい。少し大人っぽくなられたようでしたが、天地様に間ま違ちがいありませんわ」

　階段を下りてゆく青年は、確かに二人が懸命に行方ゆくえを捜さがしている柾まさ木き天地だった。だが、その姿は、二人の知る天地よりも、相そう当とう大人びていた。

「じゃあ、お前にはどう見えた？」

　自分の見たものが信じられないという様子でそう聞く魎呼に、阿重霞も口ごもった。

「どうって……」

　魎呼は、どうか間違いであって欲しいというように、そっと呟くように言う。

「あたしには、目の前で天地が消えたように見えたんだ」

　だが、阿重霞の返事は、あっさりと魎呼の願いを裏切った。

「私にも、そう見えました」

「どういうことだ？　二人一緒に夢を見たのか」

「まさか……」

「じゃあ、どういうことなんだよ！　説明してくれよ！」

「私に分かるわけないでしょう！」

「…………」

「…………」

　そのまま二人は黙ってしまった。

　子供たちの歓声が、境けい内だいに響いている。

　大通りを走る車が、派手にクラクションを鳴らしている。

　どこかから、魚を焼く香ばしい匂においが漂ただよってくる。

　あまりにも現実的なこの世界の中で、自分たちだけが悪い夢を見せられているような、ポツンと取り残されたような気持ち……。




　これが、二人がおとなしい訳わけだった。

　二人が思いを寄せる天地が、失しつ踪そうしてから半年。

　手がかりは、全まつたくない。

　捜し続けた二人が、ようやく目にした天地は、今、目の前で蜃気楼のように消え失うせた。

　魎呼の腕で、リストウォッチ型の「天地探たん査さ機き」の針が、大きくふれて、また、ゼロを指さした。







　　　〈昔語り①〉







　宇宙の暗くら闇やみに、ポッカリと一隻せきの船が浮かんでいる。長い、長い旅を続けてきたようだ。今、ようやく、目の前の美しく青い星、地球にたどり着こうとしているらしい。

　だが、地球までもう少しというところで、船は何日も、その暗闇に止まっていた。まるで、降りるのを躊ちゆう躇ちよしているように……。長く、苦しい旅を終え、ようやく温あたたかな大地に降りられるというのに、どうしたことだろう。船は、まるで行き先を失ったように停てい泊はくを続けた。

　幾日の夜を数えただろう。ようやく、船は動き始めた。まるで重い腰をやっと持ち上げた老人のように……。

　船は、大たい気き圏けんへ突入し、暗闇から光射す青空へと現れた。だが、船は少しも嬉うれしそうには見えなかった。

　やがて船は、人目につかない山中に着陸し、中から一人の男が降り立った。あの重苦しい船の動きにふさわしく、男の顔も暗かった。

　しばらく男は、その山中で暮らした。木々に囲まれ、小川のせせらぎを聞いて暮らしているうちに、少しずつ男の心もほぐれてきたように見えた。

　だが、暗さの代わりに男を支配しはじめたものがあった。〝哀かなしみ〟だった。

　やがて男は、その哀しみを断ち切ろうとするように、街へ降りて行った。

　ただ、自分がそこへ降り立った道標のように、一本の木を残して……。

　遠い、遠い日の物語である。
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　誰だれだろう。あの、少年は……。

　舞い散る雪の中、小さな手のひらに、落ちては溶とけてゆく雪を、つかもうとしている……。笑っているね。楽しいんだね。

　だが次の瞬しゆん間かん、少年の顔は突然ゆがみ、耐たえかねたように泣き始めた。

　いつまでも、いつまで泣いても涙は乾かない。雪の中に、少年の泣き声がこだましている。




　ああ、あれは俺おれだ。




　あれは、母さんが死んだ日だ。

　一番、やりきれなくて、一番、悲しい日……。

　あれから、どうしたんだっけ？

　誰かが、迎むかえに来てくれたんだっけ。

　誰かが、なぐさめてくれたんだっけ。

　どうやって、哀かなしみをやり過ごしたんだっけ。




　あれから……

　春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て……。

　春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て……。

　春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て……。

　春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て……。

　春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て……。




　神社の境けい内だい？　ああ、俺の家だ。

　随ずい分ぶん、賑にぎやかだな。

　そうだ。なんだか、大勢で住んでた気がする。

　俺だ！　笑ってる。

　楽しそうだな。

　夕飯の時間か。いい匂においだ。

　ハハハ……馬ば鹿かだな、おかずの取り合いなんかして。

　魎りよう呼こも阿あ重え霞かさんも、てんで子供なんだから。

　魎呼……？　阿重霞……？

　誰だったっけ？




　春だ。桜が舞ってる……。

　きれいだなあ。

　誰か、庭を掃はいてる？

「すごーい、桜の花びらのじゅうたんだあ！」

　砂さ沙さ美みちゃん。

「ミャオーン！」

　魎りよう皇おう鬼きも手伝ってるのか。

　なんだ、あっちの方が騒さわがしい。

「これは、私の箒ほうきですわ！」

「なんだよ、どっかに名前でも書いてあるっていうのかよ？」
















　また、この二人か。

「おい、いい加減にしろよ」

「なんだって！　天地、あたしが悪いって言うのかよ」

「いや、そういうわけじゃ……」

「では天地様は、私が悪いとおっしゃるのですか」

「だから、そうじゃなくて」

「天地、あたしとこの女とどっちが大事なんだよ！」

「天地様、はっきりおっしゃってくださいまし！」

「どっちってそんな……」

「どっちなんだよ！」

「どっちですの？」

　よせよ、やめてくれよ。どっちって、そんな……どうして、そういう話になるんだよ！




　どっちかを選べなんて、そんなの無理だ。

　皆でいて、楽しいのに……。




「タノシイ？　ホントウニ？」

　本当だよ！　決まってる。

「ミンナガ、タノシイノ？」

　そうだよ。じっちゃんがいて、父さんがいて、魎呼がいて、阿重霞さんがいて、砂沙美ちゃんがいて、魎皇鬼がいて……！

「サミシイダケジャナイノ？」

　…………!!

「サミシイカラ、ダレカニイテホシイダケジャナイノ？」

　違う！

「ダッテ、オカシイ。ダレガヒツヨウカ、ワカラナイナンテ」

　誰が……必要か。

「アナタガ、ホントウニホシイノハ、モットチガウモノナンジャナイノ？」

　違うもの？　君は、誰だ!?

「ネエ、イラッシャイ……」

　椿つばきの香り？

「アナタノ、ホシイモノヲアゲル。

　ネエ、イラッシャイ……。

　ネエ、イラッシャイ……。

　ネエ、イラッシャイ……」

「天地、あたしを選べよ！」

「天地様、私を……！」

　やめろ、やめろ、やめてくれ！

　頼むから……！







　リ────ン……。

　リ────ン……。

　何の音だろう。随ずい分ぶん、寂しい音だな。

　懐なつかしいような、哀かなしいような……。

　なんだったっけ。そう、風ふう鈴りんだ。

　風鈴？　今頃の季節に……？

　トン、トン、トン、トン……。

　トン、トン、トン、トン……。

　包ほう丁ちようの音だ。

「天地ー！　早く起きないと、遅ち刻こくしちゃうよ」

　ドアが開いて、ヒョイ、と女の子が顔をのぞかせた。

「ハルナ……？」

「この暑いのに、よくいつまでも寝てられるわね。ホラ、今日きようもいいお天気！」

　？？？？？？？？？？？？？？？？

「どうしたの？　天地」

「いや……」

「夏バテ？　顔色、悪いよ」

「昨日きのうも、同じこと言わなかったっけ？」

「え？」

「いや、なんでもない。ただ、夢を……」

「夢？」

「夢を、見てたんだ。何か、大切な……」

「大切な？」

　ハルナの瞳ひとみが、咎とがめるように、じっと俺の目をのぞく。

「いや、大したことないんだ。ただ、ちょっと懐かしい夢だったような気がして……」

「懐かしい夢？」

「ああ」

「私は、出てこないの？」

「昔の夢だからね」

「そんな夢、見ちゃいや！」

「ハルナ。夢の話だよ」

「夢でもなんでも、いや！」

「ハルナは、やきもち焼きだなあ。分かった、分かった、もう見ません。それより、朝あさ飯めし、まだ？」

「本当に、もう見ない？」

　疑わしそうに、ハルナが俺をのぞき込む。

「ああ、見ないよ」

　夢なんだから、そんな約束できるハズもないんだが、そこがハルナの可愛かわいいところだ。

「絶対よ。ご飯、もうすぐだから、顔洗って来てね」

　さっきの強い口調をひっこめて、ハルナは笑いながら、キッチンへ消えた。今、泣いたカラスがもう……というやつだ。




　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。




　今日も、蟬せみがうるさいな。

　それにしても……

　何か、大切なことを忘れている気がする。




　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。




　あー、うるさい。

　考えが、まとまらない。




　リ──────ン……。

　リ──────ン……。




　風があるようにも見えないのに、風ふう鈴りんが鳴っている。

　ふと、不安が押し寄せてきて、思わず、自分の手を見た。

　右手で、左手をしっかり握ってみる。

　おかしな話だ。自分の手の感かん触しよくで、一番、安心するなんて。




「天地ー？　ご飯、できたよー！」




　朝ごはんを食べて、二つ先の駅の、美術学校に出かける。ハルナは駅前の画材屋でバイトだと言う。アイスクリームのおいしい、新しい店ができたから、帰りに待ち合わせて行きたいとハルナが提てい案あんして、俺は、それなら４時に迎むかえに行くと言った。

　学校は、３時半に終わる。４時に画材屋に着くと、ハルナはまだレジカウンターにいる。着き替がえるから待っててと言われ、俺は足りない絵の具を買い足しておこうと、絵の具コーナーを歩いた。

　アイスクリームを食べて帰って、風ふ呂ろに入って、夕飯を済ませ、ベランダでハルナを描く。午前１時を回った頃、布団ふとんに入り、明かりを消した。

　リ──────ン……。

　リ──────ン……。

　風鈴が、哀かなしい音をたてる。今は夏なのに、まるでしまい忘れられた風鈴みたいに、哀しい音だ。

　この風鈴のせいで、おかしな感じがするのかも知れない。明日、はずそう……。




　リ──────ン……。

　リ──────ン……。

　何の音だろう。随ずい分ぶん、寂しい音だな。

　懐かしいような、哀しいような……。

　そうだ、風鈴の音だ。

　風鈴？　今頃の季節に？




　トン、トン、トン、トン、トン……。

　トン、トン、トン、トン、トン……。

　誰が、包丁を使ってるんだ？

　誰が？

「天地ー！　早く起きないと遅刻しちゃうよ」

　誰が？　決まってる。ハルナだ。

　他に誰がいる？




「ねえ、今日の朝ごはん、純和風にしちゃった」




「バイト先に迎えに来て？」




「パフェのおいしい店ができたの」




「待ち合わせは、４時」




　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。




　蟬が、うるさい。




　リ──────ン……。

　リ──────ン……。




　風鈴を、しまわなきゃ。




　リ──────ン……。

　リ──────ン……。




　何の音だろう。随分、寂しい音だな。

　懐かしいような、哀しいような……。

　そうだ、風鈴の音だ。

　風鈴？　今頃の季節に？




　トン、トン、トン、トン、トン……。

　トン、トン、トン、トン、トン……。




　包丁の音だ。誰かが、何かを刻きざんでる。

　誰が？　何を？




「ねえ天地、起きて。遅刻しちゃう」




　遅刻？　どこに？

　二つ先の駅の美術学校だ。

　学校は３時半に終わる。




「あんみつのおいしい店に行こう？」

　いいよ。ハルナ、迎えに行く。

　４時に……。




　家に帰ったら、風呂に入って、夕飯を食べて、ハルナを描く。

　俺の人物画は、いつもハルナだ。

　花をバックにした、ハルナ。

　夜空をバックにした、ハルナ。

　椅い子すに座すわる、ハルナ。

　公園に立つ、ハルナ。

　笑ってる、ハルナ。

　泣いてる、ハルナ。

　可愛い、ハルナ。

　綺き麗れいな、ハルナ。

　ハルナ、ハルナ、ハルナ、ハルナ……。







「ハルナ！　これ、どういうことだよ？」

　俺のスケッチブックが、ズタズタに引き裂かれて、ゴミ箱に捨てられている。

「だって……天地がいけないのよ！」

「俺が？　何か、気にさわることでもあったのか。だからって、スケッチブックを破くことはないだろう？」

「だって……」

「ハルナは、俺の夢を一番、分かっててくれると思ったけどな？」

「分かってるよ！　私が天地のこと、一番、よく分かってる」

「じゃあ、どうして……」

「誰よ、その人？」

「え？」

「そのスケッチブックの人、誰？」

「……それで、破いたのか？」

「…………」

　新しいスケッチブックに描かれているのは、女性の人物画だが、それはハルナではない。

　それでハルナは怒おこったのだ。

　俺は、できるだけ優しく言った。

「ハルナ、誤ご解かいだよ。この女の子は、何ていうかな、俺の中のイメージなんだ。

　夜、スケッチブックに向かってたら、フッと浮かんできてさ、描き始めたら、どんどんイメージがわいてきて……。

　ハルナが誤解するようなことは、何もないよ。ハルナに何も話さなかった俺も悪いけど、何も聞かないでスケッチブックを破るのは、やめてくれよ。今回は、まあ、お互い……」

「イヤッ！」

　俺の言葉を遮さえぎってハルナが叫んだ。

「嫌いやよ。イメージでも何でも、天地が他の女の子を描くなんて、絶対に嫌！」

「そんな……無む茶ちや言うなよ」

　あまりに激しいハルナの拒きよ絶ぜつに、俺はひるんだ。

「無茶なんか言ってない！　だって、これまでは天地は私しか描かなかったじゃない。そうやって、やってきたじゃない！　おかしいのは、天地の方よ。もう、私なんかいなくなってもいいんでしょう？　その人と、いたいんでしょう？」

「だから、イメージだってば。実在しない女と一緒になんかいられないよ」

「じゃあ、実在したら？」

　挑いどむように言うハルナの言葉には、なんだか凄すご味みがあって、本当は、いるわけないときっぱり言いたかったのに、弱気な発言になってしまった。

「そんなの……会ってみなきゃ、分かんないよ」

「うっ……」

　ハルナは急に泣き出した。今まで、強気に叫んでたのが噓うそみたいに……。女の子って、どうしてこんなに感情が変わりやすいんだろう。いや、変わりやすいのは男だって同じだけど、こんなに容易たやすく感情を吐はき出すのは、女の子の特権だよな。

「うっ、うっ、ヒック、ヒック」

　しゃくりあげながら、だって天地が……とか、どうせ私は……とか、言葉にならない言葉を喉のどから絞しぼり出して、肩を震ふるわせているハルナを見ていると、なんとも言えない愛いとおしさが込み上げて来る。どう考えたって、ハルナの言っていることは支し離り滅めつ裂れつなんだけど、まあ、今日はそれでもいいか。そのうちハルナには、時間をかけて分かってもらうさ。それまで、あのイメージの女の子は、学校で描けばいいんだし……。

　俺は、ハルナの肩を抱だいて、耳元で囁ささやいた。

「ハルナ、俺が悪かったよ。もう、いいから」

　しゃくりあげながら、ハルナは答える。

「ホント？　もう描かない？」

「ああ、描かないよ。だから、そんなに泣くなよ。目が腫はれちゃうぞ」

「うん」

　まだヒック、ヒックとすすりあげてはいたが、感情は随分、おさまってきたらしく、少しはにかんだように、上うわ目め遣づかいに俺を見る。

「約束だからね、天地」

　そう言って、右手の小指を差し出した。

　学校であの女の子を描こうと思っていた俺は、ちょっと後ろめたかったが、ここで断るわけにはいかない。おとなしく右手の小指を出して、ハルナの小指にからめた。

「ゆ～びき～りげんまん、噓ついたら、針千本飲～ます」

　ゴミ箱の中から、引き裂かれたスケッチブックに描かれた女の子が、哀しそうにこちらを見ている気がした。

　イメージとはいえ、惜おしいな。

　女らしいとはとても言えないけど、話の分かりそうな美人だったのに……。




　リ──────ン……。

　リ──────ン……。




　また、風鈴か……。なんか、嫌な音だな。

　でも、今夜は降ろせそうにない。

　二人で買った風鈴だもの。

　ハルナが嫌がるに、決まってる。

　ハルナが嫌がることは、したくない。

　してはいけないんだ……。







　　　〈昔語り②〉







　冬だった。男は、この島で一番高いという山を訪れていた。

　厳きびしい冬の山は、哀かなしい男の気持ちにぴったりと寄り添そって、むしろ慰なぐさめられているような気がした。

　降り積もる雪の中、男が山道を歩いていると、どこからともなく、幼おさない読ど経きようの声が聞こえてくる。声の主は、粗そ末まつな小屋に住む少年だった。

　少年は、父と兄とともに兵を挙あげたが、敗やぶれ、父も、兄も殺されたと言う。まだ13才だった少年と、母親の違う幼い弟たちだけが、情けをかけられ、命だけは助けられたのだと……。

　死んだ父と兄を想って経を読む少年を不ふ憫びんに思い、男は度たび々たび、少年の小屋を訪れた。

　不ふ遇ぐうなまま、年を重ねて行く少年が、やがて青年となり、父の仇あだを討うちたいと言い出した時、男は喜んで知恵を授さずけた。宇宙を長く旅してきた男の知恵を借りて、かつて少年だった青年は、ぐんぐん勢力を伸ばした。

　気がつくと、すでに青年は、男の年を追い越していたが、それでも青年は、ことあるごとに助けてくれる、この不ふ思し議ぎな男を頼りにしていた。

　やがて青年は天下を取る。

　だが彼は、長く続いた苦労ゆえに誰も信じることができず、一緒に仇を討った母違いの弟を疎うとんじ、罪のない仇の幼おさな子ごまで殺した。いつか、自分のように、仇を討ちに来るだろうと……。

　男は、ぷつりと姿を現さなくなった。

　昔、少年が読経していた、あの小屋の側そばに一本の木を植えて……。




　天下を取った、かつての少年の氏うじは、三代で滅ほろんだ……。

　十二世紀、日本が幾つもの国に分かれていた時代の物語である。







　　第４章　17才・空白の足あし跡あと







　♪チャカ、チャンリン、チャンリン、デンデン。

　どうも、どうもー。いやいや皆サマ、長らく引っ張ってまいりましたが、いよいよこれまでの経過をお話しさせていただきとう存じます。

　時は、早春。

　ところは、岡山。

　小さな村にある柾まさ木き神社は、霞かすみか雲かというほどに、早咲きの満開の桜に包まれておりました。

　柾木神社には、宮ぐう司じの柾木勝かつ仁ひと、その娘婿むこの信のぶ幸ゆき、その息子の天てん地ちと、事情があって、宇宙からやって来た美女二名に美少女一名、ペットが一匹暮らしておりました。

　風の強い日でありました。

　桜の花びらが風に舞っております。

　全国の美少女のお手本、可愛かわいくて家事万能の砂さ沙さ美みちゃんが、庭を掃はいています。彼女はこう見えても、樹じゆ雷らい皇おう家けの第二皇おう女じよ。阿あ重え霞かの妹で、巫み女こでもあります。

　砂沙美ちゃんの傍かたわらには、全国のペットのお手本、魎りよう皇おう鬼きちゃんも控えております。長い大きな耳を持つ、ウサギのような猫のようなこの生き物。こう見えても、なんと変身すれば宇宙船という優すぐれ物なのです。

　清掃の指揮をとっておりますのは、柾木神社の宮司、柾木勝仁。今や地球で〝じっちゃん〟の愛称で親しまれている彼ですが、実は、遠い昔は樹雷皇家の皇おう子じだったのです。

「すごいねー、まるで桜のジュータンだねえ。なんだか、掃いちゃうのがもったいないみたい」砂沙美ちゃんは、地面に舞い落ちた桜の花びらを熱心に竹たけ箒ぼうきで掃きつつも、感受性の強い少女らしく、感かん嘆たんの声を上げておりました。

「ミャオーン」良い子の魎皇鬼ちゃんも、砂沙美ちゃんに、同意のお返事をします。

「川のへの　つらつら椿つばき　つらつらに　見れども飽かず　巨こ勢せの春野は」勝仁は、年長者らしく、万葉集の一首などを詠よみました。

　が、なぜだか桜の歌ではありません。桜の歌は知らないのでしょうか。

　ともかく、のどかで風情ふぜいあるワンシーンです。桜は綺き麗れいだし、砂沙美ちゃんは可愛いし、魎皇鬼はおりこうだし、勝仁はとてもいい味を出してて、言うことありません。

　ところが、やはり、予想はしていたのですが、そこにあのけたたましい声が聞こえてきたのです。

「いいから貸せよっ！」全宇宙の宇宙海かい賊ぞくのお手本、美人で乱暴で破は茶ちや滅め茶ちやな性格の魎りよう呼この声です。

「これは私のですわ!!」と返す声は、全宇宙の皇女様のお手本とは言い難がたいが、おそらく全宇宙の少女の憧あこがれの的まとであろう、樹雷皇家第一皇女の身分を持つ、阿重霞です。

　そんな二人が大おお仰ぎように奪い合っているのは、なんと柾木神社の竹箒。なんとも大人おとな気げない光景ではありますが、もう少し様よう子すを見守ってみましょう。

「あたしが掃除してやるって言ってんだから、素す直なおに貸しなっ！」

「いやです！　これは私が先に見つけた、私の箒です」

「何だと？　どっかに名前でも書いてあるのかよ！」

「書いてなくても、私が持っているんですから、私のですわ！　第一、宇宙海賊のあなたに掃除なんかできるものですか」

「お前こそ、世せ間けん知らずの皇女ちゃまのくせに、箒なんか使ったことねえだろう！　意味もなく、年ばっかり食いやがって……イタッ！　何するんだよ！」

　箒が、魎呼の顔面を直撃しています。

「私は、何もしていませんわ。あなたが無理に箒を奪おうとするからで……アツッ！」

　阿重霞の足に、全体重をかけて乗っているのは、魎呼の足のようです。

「悪わりィ、悪ィ、つい体がバランスを崩くずして……ウグッ！」

　今度は、竹箒の柄えが、魎呼のわき腹にめりこんでおります。

「あら、ついよろけてしまいまして、失礼……ギャーッ！」

　いよいよ、魎呼が本格的に阿重霞に蹴けりを入れたその時です。見るに見かねたこの物語の主人公、柾木天地君が叫びました。（知らない人には、今のうちに断っておきますが、一応、天地君が本シリーズの主人公です）

「よせよ、魎呼！」

　しかしこれは、注意の仕し方かたが悪かったようです。

「天地、あたしが悪いって言うのか？」たちまち、魎呼に詰め寄られてしまいました。そう言われると、魎呼も阿重霞もどっちもどっちなわけで、天地君は、しどろもどろに言葉を濁にごします。

「いや、そういうわけじゃ……」

　しかし、これもいけなかったようで、

「では天地様は、私が悪いと？」阿重霞に必死の形ぎよう相そうで追いつめられ、またもや天地君、ピンチ！

「だから、そうじゃなくて……」ああ、聞いている方がじれったい、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな天地君です。これでは、二人の女性につけいる隙すきを与えているようなものです。女に隙を見せちゃ、いけません。とんでもない方向にまで、話が飛ぶ恐おそれがあります。

「一いつ体たい、どっちなんだよ！」

「どっちなんですの！」

　ほうら、ただ単に喧けん嘩かを止めただけだったのに、どっちを選ぶのかという話になってしまいました。これではもう、話を本ほん筋すじに戻すのは、「天地無用！」の小説に、ギャグを入れないより難むずかしいってもんです。

「どっちって……」天地君が、まごまごしている間に、話はさらに飛ひ躍やくしてまいります。

「そうですわ！　この際さい、いい機会ですから、ここで選んでもらいましょう」阿重霞が、とんでもないことを言い出します。

「選ぶって……」ニブい男の代表のような天地君は、おまぬけな顔で問い返しております。それでいいのか、主人公！

「決まっておりますわ。私と魎呼さん、どちらを選ぶのか、ここではっきりしていただきます！」天地君は、何か言おうとしましたが、魎呼の歓声にかき消されてしまいました。

「おもしれえ！　天地、言ってやれよ。この高こう慢まんちきな皇女さまに、お前はお邪じや魔ま虫だってよ！」

「なんですって！　天地様、はっきりおっしゃってください。この宇宙海賊に『宇宙へ帰れ！』と……」

「いや……」何か言わなければ、と思う天地君ですが、ド迫力の美女二人に詰め寄られ、言葉が出てきません。しかし、その間にも二人は、ズイズイと天地君に詰め寄ってまいります。

「天地！」

「天地様！」

「どっちなんだよ！」

「どっちですの！」

　その時、天地君が発した言葉は……

「あっ!!　冬眠から目覚めた熊が布団ふとんを干している！」……でした。嗚あ呼あ。

　しかし、あまりの唐とう突とつな言葉に、さすがの魎呼＆阿重霞も不ふ意いをつかれ、あっけにとられているうちに、天地君はスタコラサッサと逃げ出したのでありました。

　が、しかし、逃げ場と言っても神社の裏山がせいぜい。解説している私（←誰よ？）も、情けなくなってまいります。一体この男、何を考えとるんじゃ？　と言いたくなるわけで、つまり、それが今回のお話のコンセプトであったりもするんですが、それはまあともかく、話を戻しましょう。

　二人の美女に言い寄られるという、普通ならこちらからお願いしたいような状況から遁とん走そうした、要よう領りようの悪い天地君。彼は今、息を切らして裏山におりました。

　艶あでやかな椿の花が咲き乱れております。

「ここまで来れば、大だい丈じよう夫ぶだな。ふうっ」天地君は、大きくため息をつきました。眼がん下かには、さきほどまでいた柾木神社が見えております。

「どっちを選ぶか……か。そんなの決められないよ、俺」

「ドウシテ？」

「だって……二人とも好きだよ。この生活が気にいってるんだ」

「ソンナノ、ヘン」

「変？」

「ドッチカキメラレナイナンテ、ソレジャア、オンナノコハ、フコウニナルワ」

「君、誰？」

　柾木神社を見下ろしながら、自じ問もん自じ答とうしているつもりだった天地君は、突然、頭の中に語りかけてくるような、誰かの声を感じたのでした。

「母さん……？」思わず、亡なくなった母を呼ぶ天地君でした。

「母さんは、いいよな。あっさり初恋の父さんと結ばれちゃって……。運命なのかな……」

　早くに母を亡くしたせいで、ちょっと母や、両親の恋を偶像化しているきらいのある天地君は、うらやましげにそう呟つぶやきました。

　その時、強い風が吹いて、椿の木が大きく揺れました。

「ウンメイノ……ヒト」風に乗って、そんな声が聞こえてきたような、聞こえなかったような……。




「天地──!!」天地君を追って裏山にやってきた魎呼が、椿の木の下にやって来た時、そこにはもう天地君の姿はありませんでした。

「おかしいな。今、ここにいたと思ったのに……。天地ー！　出てこいよー！」




　これが、ことの起こり。

　魎呼と阿重霞の想い人、天地君が失しつ踪そうした、早春のある日の出来事でございました。

　チョン！




　　　　☆☆☆☆☆




「大体、阿重霞、お前がいけねえんだよ！『天地様、どちらかお選びになって』なんて言うからよ、天地は優しいから、お前を泣かすのは可哀かわい想そうだと思って逃げちまったんだよ！」

「まあ、冗じよう談だんはそのおかしな顔だけになさって。どうして私が泣かなければなりませんの。天地様は、あなたが泣き叫んで乱暴をはたらくと、皆さんの迷めい惑わくになるとお考えになったのよ」

「ハッ、年とし増まになると妄もう想そうがひどくなっていけねえや。どの面つら下げて、自分が天地に選ばれると思ってんだい？」

「あなたこそ、生まれの卑いやしい方は身の程ほどをわきまえないで困こまりますわ！　あなたのようなお尋ねものを、天地様が選ばれるわけないでしょう？」

「とにかく、天地が帰ってこねえのは、お前がこの家にいるからだ！　ジュライだか、ヘブライだか知らないが、さっさと帰れよ！」

「いいえ。天地様がお戻りになられないのは、あなたのような品のない人がこの家にいるからです。さっさと、海賊にでも強ごう盗とうにでもお出かけなさいな！」

「なんだとー！」

「なんですって！」

　魎呼と阿重霞は、延えん々えんと言い争っていた。天地がいなくなってから、まる二日がたっている。

「もうお姉様たち、いい加減にしてよ！」

　ついに砂沙美ちゃんが、大声を上げた。

「裏山も、天地兄ちゃんのお友達の家も、みんな捜さがしたけど、天地兄ちゃん、見つからないんだよ！　二人とも心配じゃないの？」

「砂沙美……」妹にたしなめられて、さすがの阿重霞もしょんぼりとした。

「もちろん、心配ですわ。だからこうして、諸悪の根こん源げん、魎呼さんに出ていってもらおうと……」

「なんだと！　お前こそ、早く出ていかないと、天地が帰ってこられねえじゃないか！」

　相変わらず、口こう論ろんを続けようとする二人に、砂沙美は、これだけは口にするまいと思っていた言葉を、思わず吐はき出してしまった。

「二人がそんなんだから、天地兄ちゃんは、帰って来ないんだ！　お姉様も、魎呼お姉ちゃんも大嫌い!!」

　大きな瞳ひとみに涙をいっぱいためて、一気にそう言うと、砂沙美は泣きながら、外に飛び出した。

「砂沙美！」

「おい、待てよ！」二人同時に叫んだが、砂沙美は振り返りもせず走って行く。

「ミャア、ミャア、ミャア」魎皇鬼も、二人を責めるように鳴いて、砂沙美の後を追う。座ざ敷しきに残された二人は、もう言い争う気力もないように、肩を落としてうつむいてしまった。

「うっ、……」やがて、声を押し殺して、阿重霞が泣き始めた。魎呼は、何か言いたげに阿重霞の震ふるえる肩に手を伸ばしたが、結局、そのまま座敷を出て行った。

　残された阿重霞のむせび泣きが、静かな家に響いて、まるで家が泣いているようにさえ、聞こえる。

　家を飛び出した砂沙美もまた、湖のほとりで泣いていた。天地兄ちゃんがいなくなったこと、天地兄ちゃんの失踪以来、魎呼と阿重霞の喧嘩がさらにひどくなっていること、二人にひどいことを言ってしまったこと、さまざまな思いが迫ってきては、小さな胸を痛めつけた。砂沙美の傍かたわらには、慰なぐさめる言葉を知らないのがもどかしそうに、魎皇鬼が心配げにうずくまっている。

　と、そんな砂沙美の姿を見つけ、魎呼が背後から近づいた時だった。どこから現れたのか、勝かつ仁ひとが砂沙美の横に並んで腰掛けた。

「おじさま？」泣きはらした目で、自分を見る砂沙美に、勝仁は優しく語りかける。

「砂沙美ちゃんにまで、心配をかけてすまないねえ」

「…………」黙ったままの砂沙美に、勝仁は湖を見ながら語り続けた。

「砂沙美ちゃんは、本当にお姉さんたちが嫌いになってしまったのかね？」

「…………」相変わらず、黙ったままの砂沙美だったが、今度ははっきりとかぶりをふった。

「そうか。それを聞いて安心した。もし、自分のせいで砂沙美ちゃんが阿重霞さんや魎呼さんを嫌いになったと聞いたら、さぞ天地が悲しむだろうからなあ」

「でも……砂沙美、分かんない。天地兄ちゃんがいなくなったのに、お姉様たち、相変わらず喧嘩ばっかりしてるんだもん。心配じゃないのかなあ」

　心配と疑問符をいっぱい含んだ瞳で、そう話す砂沙美を安心させるように、勝仁はきっぱりと言う。

「なあに、天地は大だい丈じよう夫ぶだよ」

「でも……」

「わしの孫だからな」そう言うと、ニッと笑い、似合わぬウインクを決めた勝仁に、思わず砂沙美も微笑ほほえみ返した。

「やっと、笑った。砂沙美ちゃんには笑え顔がおが似合うよ」勝仁は、自分の言葉にはにかんだように目を伏せた砂沙美に、さらに続けた。

「それから、阿重霞さんたちのことだけれどね、あまり責めてはいけないよ」

「だって……」

「二人とも、怖こわいんだよ」

「…………」

「ああやって喧嘩していないと、悪い方にばかり考えが向いてしまうんじゃろう。一生懸命、気を紛まぎらわそうと喧嘩している。わしには、そんな風に見えるよ」

「おじさま……」

「さあ、家に帰ろう。お姉さんたちに謝あやまるんだよ」

「はい」

　勝仁に促うながされて、砂沙美は立ち上がった。

　神社の方へ消えてゆく二人の後ろ姿を見送りながら、魎呼は、

「ふんっ！」と小石をひとつ、湖に蹴けり入れた。威い勢せいのいいかけ声とは裏うら腹はらに、小石は元気なく地面を離れ、ポシャンと寂しげな音をたてて水みな底ぞこに消える。

「天地、お前、どこに行っちまったんだよ？」

　誰に言うともなく、呟いた。勝仁に言われるまでもない。魎呼は自分が怖こわがっていることを知っていた。どんなに大きな船を襲う時だって、宇宙の闇やみをひとりで戦い抜いてきた時にも、こんなに怖くはなかったものを……。







　裏山の緑が日々、色濃くなってゆく。

　桜は散り、椿も花を落としたが、天地は帰って来なかった。

　既に、失しつ踪そうから一か月が経たっている。

　魎呼と阿重霞の強がりの喧嘩も、さすがに今はもうない。ただただ、長い一日を終えては、明日こそ天地が帰ってくるようにと祈り、眠る。そんな毎日であった。

　しかし、そんな日々の中でも、信幸は毎日会社に出かけ、勝仁は神社を祀まつり、砂沙美はご飯を作る。天地がいないというのに、日常は延えん々えんと続く。

　それは、ひとつの恐怖だった。

　このまま、何もなかったかのように日々が過ぎていきそうな、そんな不安が柾木家の人々を襲った。あまりに怖くて、口にさえできなかったが……。

　その不安に耐えかねたように、口を開いたのは、砂沙美だった。

「砂沙美、樹じゆ雷らいに帰ってくる」

「え？」一番、驚いたのは阿重霞だった。自分に勝まさるとも劣らず、天地を心配している妹、砂沙美が、何も解決していない今、故郷の樹雷に帰るとは？

「だって、このままここでこうしてたって、何もできないもん。砂沙美、樹雷に帰って皇おう家けの力で手がかりを捜さがしてみる」

　小さな妹の健けな気げな決意に、阿重霞は心打たれた。そして、自分もこうしている場合ではないと悟さとったのだった。

「砂沙美、私も一緒にまいりますわ」今、地球を離れるのは後ろ髪を引かれる思いである。だが、妹にだけ任まかせておくわけにはいかない。

「ううん、砂沙美ひとりで大丈夫。お姉様は地球にいて。何か分かったら、すぐ連絡するから。その方が効率的でしょ？」

　そうきっぱりと言う妹の横顔を、阿重霞は頼もしい思いで見つめた。

（そうだ、この子は私の小さな妹であると同時に、樹雷の巫み女こだったのだわ）

「分かったわ、砂沙美。頼みましたよ。でも、気をつけて行くのよ」

　どんなに飛行技術が発達しても、宇宙の旅には危険がつきものである。阿重霞は、小さな妹を心配げに見やった。

「はい、お姉様」

　砂沙美も真ま顔がおで答えた。

　青々と茂り始めた新緑を後に、砂沙美は魎皇鬼に乗って飛び立った。魎呼の申し出で、今回の旅の間、魎皇鬼が砂沙美のお供をすることになったのだった。

　美しく晴れわたった青空に消えてゆく船を見送りながら、魎呼が阿重霞に言う。

「あたしたちも、そろそろ行こうか」

「え？　行くって、どこへ……」

「決まってるだろ？　天地を捜しにさ」

「天地様を捜しに、私たちが……」

「そうさ。あたしは、待ってるのは性しように合わねえんだ。それともお前は、ここで待ってるか？」

　阿重霞は一瞬、躊ちゆう躇ちよしたが、すぐにきっぱりと答えた。

「いいえ。まいりますわ」

　その日のうちに、二人は家を出た。あてがあるわけではないが、もうじっと待っているのには耐えられない心境だった。

　まずは、岡山市内からもう一度、あたってみることにした。

　こうして、二人の恋のライバルは、天地を捜すというひとつの目的の元に、あてのない旅に出たのだった。




　　　　☆☆☆☆☆




　さて、天てん地ちの失しつ踪そう以来、鷲羽わしゆうもまた天地の行方ゆくえを追っていた。鷲羽は、自称・天才科学者。そして他称・マッドサイエンティストの、まあ普通じゃない感性を持ち合わせた科学者である。

　亜空間に勝手に作った自分の研究室に、ギャラクシーポリスの一級刑事、美み星ほしと清きよ音ねを呼び寄せた鷲羽は、ある相談をもちかけた。

（とにかく天地の周囲には、こうして心配してくださる宇宙人の女性が多いのである。ウラヤマシー！）

「ダメです！　そんなこと、絶対に！」清く正しい一級刑事、清音はきっぱり言い切った。が、その横でなんで一級刑事になれたんだか、そしてどうして、清音の親友なんだか全く分からない天然ボケの美星は、相変わらずうすぼんやりしていた。鷲羽は、美星に優しく語りかけた。

「美星殿は、どう思う？」

「えェ？　私ですかぁ？　でも清音が行かないって言うんならぁ、私も……」

「天地殿が見つからなくてもいいの？」

　すかさず、強い口く調ちようでたたみかける鷲羽に、美星はしどろもどろになる。

「それは、いやなんですけどォ、でもォ、清音～～～」

「ダメよ、今度ばかりは絶対にダメ。科学アカデミーのコンピュータ室に忍び込むなんて、そんなことがバレたらどうなると思ってるの」

　清音の決意は固い。当然であろう。ギャラクシーポリスの一級刑事ともあろう者が、何の因いん果がで泥どろ棒ぼうの真ま似ね事ごとなどしなければならないのだ。

　しかも、忍び込む先は科学アカデミーである。ＩＤカードがなければ、ギャラクシーポリスの警察手帳をもってしても入れない鉄てつ壁ぺきの向こうには、超一級の秘密事項が、わんさか隠されているのである。

　そんな場所に忍び込んだことがバレたら、身分どころか命まで危あぶない。

「鷲羽さん、一体どういうことを頼んでるか、分かってるんですか！」

　思わず、強い口調で責める清音に、鷲羽も真ま顔がおで答える。

「分かってるわよ、もちろん。どんなに危険なことかも分かってるし、もし、あんたたちが見つかって、偽ぎ造ぞうＩＤのことが知れたら、私だって無事ではいられないわ」

「じゃあ、どうして？」清音は、ほとんど訴うつたえるように呟つぶやいた。

「これをやらなきゃ、天地殿は永遠に見つからないからよ」

　ピシャリと言い放つ鷲羽に、清音は言葉に窮きゆうした。天地さんが永遠に見つからない……それはもちろん、清音にとっても辛つらくないわけはなくて……。

「…………」

「いいわ。分かった。そうよね、無理なお願いだったわ。ごめんなさい。忘れてちょうだい」

　投げやりにそう言う鷲羽が、あまりに辛そうだったので、思わず清音は言ってしまった。

「分かったわ。やります。やらせてちょうだい」

　が、その瞬しゆん間かん、ニヤッと笑った鷲羽の顔を見て、早くも後悔する清音であった。

「ヤッター！　清音、頑張ろうね」コトの重大さを分かっているのか、いないのか（いないだろう、多分）美星は、清音の腕を取って小こ躍おどりする。

「ようし、そうと決まったら、早さつ速そく説明するわね」

　鷲羽も、壮そう大だいないたずらを決行しようとしてるガキ大将のように生き生きとしていた。清音は、ただただ自分の運命を呪のろうのであった。が、はっきり言ってこんなのは序の口であった。まだまだ、己おのが運命を呪う事件が、これでもかと待ち受けていたのである。

　アーメン。




　まず、手に汗を握って偽造ＩＤで、科学アカデミーの門を潜くぐり抜けた時だった。ホッとしたのもつかの間、

「わー、ホントに通れちゃった。さすが鷲羽さん！」という脳天気な大声が自分の横から聞こえてきた時、清音は自分の耳を疑った。検けん閲えつ官かんが、不ふ審しんな顔でこちらを見ている。

「す、すみません。初めて来たもんで、興奮しちゃって……」

　あわててごまかそうとした清音に美星はふくれっ面つらで言う。

「初めてじゃないもん！　ギャラクシーポリスの研修で来たの、忘れちゃったの？　清音。あの時、記念に二人でおそろいのキーホルダー買った……」

「わーもう、早く来なさい！」清音は、何かしゃべればそれだけ徒あだになると悟さとり、美星の手を取って、一気にその場から走り去ったのであった。

　幸い、追っ手はないが……

「わあ！　清音ェ。研修で来た時より、随ずい分ぶん、お土産みやげ物もの屋さんが綺き麗れいになってるよお！

　見て、見て！　科学アカデミーのロゴ入りＴシャツだって。あっ、こっちは科学アカデミーのマスコット、『アカデマン』のぬいぐるみだって。ねえ、皆へのお土産、どれにする？」

　またもや、能天気な美星の大ボケパンチに、ノックアウト寸前の清音であった。しかし、ここでひるんではいけない。

「美星、私たち、遊びに来たわけじゃないんだから」

　優しく言い聞かせたつもりだったが、

「はーい。じゃあ、一個だけにしよう。うーん、『アカデミア・ナッツ』と『科学饅まん頭じゆう』どっちがいいかなあ」

　やはり、美星のこの性格は、一生、直りそうにないのだった。

　それにしても科学アカデミーも、商しよう魂こんたくましいねえ！

　なんとか、美星を説き伏せ、メイン・コンピュータ室へと急ぐ清音。だが、美星の手には、しっかりと『科学饅頭』（なんか、マズそう）のひと箱が抱かかえられていた。

　とにかく、そんなこんなの苦難（？）を乗り越え、コンピュータ室に忍び込んだ二人は、鷲羽の指示通りシステムのロックを解除し、無事、必要なデータを鷲羽に送ったのであった。

「鷲羽さん、これでいいんですね？」

　清音は、隠し持ってきたメイド・イン鷲羽の通信機に語りかける。

「はーい、オッケー！」

　能天気な鷲羽の声が通信機から流れる。

「じゃあ、これから帰りますからね」

　と通信を切ろうとした清音に、またまた耳を疑う不幸が押し寄せてきた。

「あら、せっかく潜もぐり込んだんだから、もうしばらくいてよ。まだ何か用事ができるかも知れないし」

「何、言ってるんですか。鷲羽さん、そんなこと言ってて、見つかっちゃったらどうするんですか！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。私が通報しない限り」

「何ですって？」

「通報されたくなかったら、私がいいって言うまでそこにいなさい。じゃあね、チャオ！」
















　そこまで言うと、ブチッと通信は途と絶だえた。

「ちょっと、待ってよ！　鷲羽さん、鷲羽さんってば！」

　だが、清音の叫びも空むなしく、鷲羽は既すでに通信機をオフにしていたのであった。

　その上、横では脳天気な相棒がニコニコ笑っている。

「ねえ清音ェ、もう少しここにいるんだったら、もう一回お土産物屋さん、見てもいいでしょ？」

　果たして、二人は生きて科学アカデミーを出られるのであろうか。精密な隠しマイクで二人の様よう子すを伺うかがっていた天才科学者・鷲羽ちゃんも、さすがに不安になるのであった。

　それはともかく、ミホキヨから送られてきたデータを元に、鷲羽は天地の追つい跡せきを続け、遂ついにある町に天地の波は動どうを見つけたのであった。その町こそ、あの東京の下町である。

　古さと新しさ、人情と無関心が同居する町。

　そして、多くの激動の時代を、奇き跡せき的に乗り越えた建物や大木が、近代的な町のあちこちに残り、不思議なエネルギーを生み出している町。

　あの町に、天地がいる。

　鷲羽は、旅先の魎りよう呼こと阿あ重え霞かに連絡を取り、二人に東京に行くよう、指示した。そして、リストウォッチ型の「天地探たん知ち機き」を魎呼に手渡す。

「いい？　天地殿が近くに現れたら、この探知機が反応するから見み逃のがさないで」

　二人は真剣に頷うなずき、「探知機」を手に東京へ向かった。「いよいよ天地に会えるのだ」という期待に胸をふくらませて……。




　さてその頃、信幸は白しら百ゆ合りを抱え、亡なき妻・阿あ知ち花かの墓ぼ前ぜんを訪れていた。

　今日、信幸はついに警察に息子・天地の失しつ踪そう届とどけを出してきたのだった。警察でのやりとりが思い出される。

「えーと、17才、男子。柾木天地……と。で、いつ頃、いなくなったんですか」

「はあ。ひと月前です」

「ひと月？　ひと月も放っておいたんですか」

「いえ、放っておいたわけではなくて……ちょっと、特殊な事情がありまして」

「特殊な事情？」

　警官は、不ふ審しんな目で信幸を見た。

　だが、警官に話すには「特殊な事情」は、あまりに特殊過ぎた。まさか、息子は宇宙海かい賊ぞくと樹じゆ雷らい皇おう家けの皇おう女じよ様との恋の板ばさみになっておりまして、ちょっと雲隠れしてるだけだと思ったんです。などとは言えない。それに息子は宇宙人とのクォーターですから、もしかしたらそっちの関係でいなくなったのかも……と思ったもんで。とも、もちろん言えない。

　不審な目をしたまま、警官は質問の方向を変える。

「失踪前に、何か変わった様よう子すは？」

「いえ、別に……」

「学校にはちゃんと行っていましたか？」

「いや、事情があって休学しておりまして」

　警官は、さらにうさん臭くさそうに信幸を見た。

　だからといって「事情」を警察に話すわけにもいかない。いやあ、ちょっと宇宙からのお客さんが多くって、家が立て込んでるもんで……なんて言っても信じてはもらえないだろう。

「奥さんが、さぞ心配されてるでしょうな？　今日は、奥さんは？」

「いえ、家内は、随ずい分ぶん前に亡くなりました」

「ほーう」

　警官は、もう全すべて分かったという感じで、ポン、ポンと書類に判を押し、軽けい蔑べつしたようなまなざしで信幸を見て言った。

「じゃあまあ、家出人ということで、県警にも回しておきますから」

　信幸は、腹が立った。

　警官が何を考えているかは、その態度で分かる。つまり天地は、信幸の息子は、ひと月くらい帰って来なくても誰も気にとめないような放ほう蕩とう息子で、学校にも行っていないような不良である。そしてその原因は、早くに母親が亡くなったという家か庭てい事じ情じようにあるに違いない。失踪などと言っているが、自分の意い志しで家出したんだろう。見つかりゃしないさ。おそらく、そんなところだろう。

　信幸は、猛もう烈れつに腹が立っていた。

　天地はそんな息子じゃない！

　我わが家はそんな家庭じゃない！

　俺と阿あ知ち花かの息子は、

　俺と阿知花の家庭は、そんなんじゃないんだ！

　だが、何をどう説明すれば分かってもらえるのか分からなかった。

　そうして、何も言わずに警察を後にした自分に、もっと腹が立った。

　気がつくと、亡き妻・阿知花の墓に来ていた。墓前に花を供そなえて語りかける。

「なあ、阿知花。ずるいぞ、お前は。可愛かわいい時ばっかり見て、逝いっちまってさ。17才なんて、俺たちが出会った年だよ。いつの間にか、あの小さい天地が、そんなに大きくなってたんだなあ。17才の時って、俺たち何考えてたかなあ。なあ阿知花、天地を守ってくれ。お願いだ。天地を守ってやってくれよ」

「天地を守ってくれ」何度も、何度も、墓前にそう願い、信幸は重い足取りで家へ向かった。

「随ずい分ぶん、遅くなってしまった。お義と父うさんが心配しているだろう」そうは思うが、なかなか足は進まない。

　やがて、夕やみの中に家のシルエットが見えてきた。遠い高校生の日、信幸が憧あこがれの家としてスケッチしていた家だ。やがて阿知花とつき合うようになって、それは二人の夢の家となった。結婚して、阿知花の実家を建て替かえることになった時、信幸も阿知花も、一も二もなく、あの夢の家を建てようと思った。わずかだったが、この家で一緒に暮らした日々は最高に幸福だった。そして、阿知花が逝ってしまっても、阿知花の忘れ形がた見み・天地とこの家で暮らせることは、信幸の幸せだった。




　だが、今、夢の家は静せい寂じやくに満ちている。

　阿知花の笑え顔がおも、天地の元気な声も、この家にはない。信幸は、どうしようもない寂しさを抱かかえて、今、現実のものとなった夢の家を見つめていた。







　　　〈昔語り③〉







　新しい時代を告げようと、時がウズウズしていた。

　男は、大勢の武士たちと揃そろいの羽は織おりを着て寝食を共にしていた。『武士』と言っても、名のある家に生まれたような者は少なく、むしろこの集団にいることで手て柄がらを立て、本物の武士になろうとしている血けつ気き盛んな若者が目立った。




　この集団に、お上かみから仕つかわされた任務は町の警備だったが、動乱の時代ゆえ、斬きり合いになることが多く、男たちは町人から頼りにされているというよりは、むしろ恐おそれられていた。

　それでも男は、この集団が好きだった。

　ここには、夢があった。

　立りつ身しん出しゆつ世せしたいという、夢。

　国の未来を明るいものにしたいという、夢。

　若者たちの無む邪じや気きな夢は、男の心を楽しませた。

　たとえ斬り合い、傷つけ合っても、そこには何か、朗ほがらかなものが潜ひそんでいるような気さえした。

　それは、新しい時代を迎むかえようとしている時の、一種の高こう揚よう感かんのようなものかも知れなかったが……。




　やがて、新しい時代がやって来た。




　だが、新しい時は、無む残ざんにも彼らを切り捨てた。




　彼らのお上は戦いに敗やぶれ、彼らの長おさはたちまち罪人となったのだった。

　新しい政府の下、彼らに『町を護まもる』という任務があったことさえ忘れ去られ、ただ乱暴者の集まりだったように言う者さえあった。

　確かに、彼らは負けた。

　確かに、彼らの多くは田舎いなかから出て来た若者で、学も乏とぼしく、思し想そうもなかったかも知れない。

　確かに、乱暴者で政治のことなど、本当は何も分かっていなかったのかも知れない。

　だが、だからこそ、彼らは清すが々すがしかったと、男は思った。

『勝ち負け』と『善悪』は一致するものではない。いや、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくなど世の中にはない。そんなことが、どうしてこの世界の人々には分からないのだろう。

　男は、集団の宿となっていた家の庭に、多くの戦死者を悼いたむかのように、一本の木を植え、消しよう息そくを絶たった。

　明治維新。

　日本が、長い鎖さ国こくを破り、新たな世界へと一歩を進めた時代の、物語である。







　　第５章　17才・消しよう息そくの糸口







「いらっしゃいませ」

「ありがとうございました」

「ご注文を繰くり返します。Ａセットがおひとつ、ハンバーグ定食がおひとつ、食後にホットコーヒーがお二つでよろしいですね」

　揃そろいのストライプの制服に身を包んだ女の子たちが、きびきびと働いている。

　ここは東京の、とある下町にあるファミリーレストラン。どんな時間にも食事をする者、お茶を飲む者はいるらしく、客足が絶たえることはない。ウエイトレスは、ほとんどが学生アルバイトかパートの主婦であり、真ま心ごころこもったとは言い難がたいが、まあマニュアル通りのほどほどのサービスでもてなしてくれる。

　しかし、ここに全まつたく毛色の違ちがったウエイトレスが二人いた。言わずと知れた、魎りよう呼こと阿あ重え霞かである。二人はかの下町のファミリーレストランで、ウエイトレスのアルバイトをしながら、天てん地ちの行方ゆくえを追っていたのである。
















　もともと魎呼は宇宙海かい賊ぞくで、阿重霞は皇おう女じよ様で、二人ともおよそサービス業に向いているとは思えない。そんな二人がなぜ、ここで働いているかというと、ひとえに住み込みで日払いという労働条件の良さである。しかもシフト制なので、天地を捜さがす時間もある程度は、自由になる。二人にとっては、全くありがたいバイト先であったのだが、店長にとって二人が良いアルバイターであるかどうかは、推おして知るべしである。

　常つね日ひ頃ごろから魎呼は、仕事が荒あらっぽく接客態度は短気。阿重霞は愛想はいいが、仕事が信じられないほど遅おそいと、二人そろってイマイチな働きぶりである。クビにならないのが不ふ思し議ぎなほどであるが、まあ人手不足だったりするのだろう。

　だが、今日きようの二人はいつにも増して酷ひどい。何しろ昨日、寺の境けい内だいで夢にまで見た天地に、目の前で消えられたばっかりである。機き嫌げんのいいハズがないのである。しかも、二人がそれを押してまで、けなげに頑がん張ばるタイプかどうかは、予測がつこうというものである。

「なんだとお？　テメエ、あたしの運んできたイタリアン・ハンバーグが食えねえって言うのか？」

　魎呼の声である。気の毒に、客はしどろもどろに答える。

「いえ、そういう訳わけではなくて、ただ僕が頼んだのはドイツ風ハンバーグでして……」

「ドイツ？　アタシはどうも実直なドイツ人ってえのは苦にが手てだね。やっぱり陽気なイタリアンだよ。悪いことは言わねえ。イタリアンにしときな？」

「は……はい」

　ドスのきいた声で、魎呼に目め茶ちや苦く茶ちやな説得をされた気の弱そうな男は、可哀かわい想そうにイタリアン・ハンバーグを食べ始めた。彼はどうやら、チーズ嫌いらしい。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ。

「かしこまりました。Ａセットがおひとつとオレンジジュースでございますね」

　こちらは、阿重霞の声である。

「違う、違う。何、聞いてるんだよ。Ｂセットとクリームソーダ！」

「はあ。Ｃセットとミックスジュース……」

「違うってば！」

　全くやる気のない阿重霞に、気の毒な客の方が根負けしてしまった。

「分かったよ。もう、Ｃセットとミックスジュースでいいから、早く持ってきて！」

「はいはい。えーと……、Ｂセットとバナナジュースと……」

　吉よし本もと新しん喜き劇げきでなくても、客は椅い子すから転がり落ちてしまった。グッドラック。

　しかも、二人が朝から割った皿の類たぐいは、午後２時現在で、十二枚。ちなみに魎呼は下げてきた食器を乱暴に置いてガチャンッ！　と割り、阿重霞はうっかりぼんやり、つまずいてすっころんでガラガラガッシャーン！　と割った。そして遂ついに温厚な店長からイエローカードが出されたのである。

「二人とも、今日きようは疲れてるようだね。もう上がりなさい」一見、優しい言葉だったが、しっかりその後にこうつけ足された。

「今日は大目に見るけど、明日もこんな調子だったら、今度こそ辞やめてもらうからね。それと、割れた食器の代金はいつも通りアルバイト料から引いとくよ」

　もっともだが、なかなかキツいお言葉である。

　二人は、

「はあ」と精せい彩さいのない返事をして、更こう衣い室しつでもそもそと着き替がえをすませ、店を出て行った。その様よう子すを見送りながら、

「本当に、今日はちょっと変だねえ」と心配そうに店長が呟つぶやく。下町らしく、人情深い人ひと柄がらなのだ。

「変って、いっつもあんな調子ですよ」と、オーダーミスでしょっ中、迷惑をかけられている厨ちゆう房ぼうの主任が憎にく々にくしげに言った。無理からぬことである。

　さて、魎呼と阿重霞の二人は、店から宿舎として貸し与えられている駅前の鄙ひなびた旅館へは帰らず、公園のベンチに並んで座すわっていた。

　駅前のホテル街にある小さな公園には、遊具らしきものはほとんどなく、二人の座っている小さなベンチと、ブランコ、そしてコンクリートで造られたウサギとカメが置いてあるだけである。

　まだ日も高いというのに、下町らしく、一杯吞のみ屋からは焼き鳥の匂においが漂ただよってくる。どこからともなく、三味しやみ線せんをつまびく音が聞こえていた……。

　魎呼がコンビニの袋の中から、ミルクティーの缶を出して、阿重霞に渡した。阿重霞は、それを受け取ると、ひと口飲んで、

「ハーッ」と大きくため息をついた。昨日から何をしていても、頭にはいつも天地のことがある。寺の階段を悠ゆう々ゆうと下りて行った天地は、少し大人っぽくなって逞たくましくなったようにさえ、見えた。たった半年足らず会わない間に、あんなに変わってしまうなんて、一体、天地の身に何があったんだろうか。

　そして、目の前で蜃しん気き楼ろうのように消えてしまった天地。何かの事件に巻き込まれているのだろうか。だが、それにしては当の天地は追いつめられているようにも見えなかった。

『私の大好きな天地様は、いなくなってしまわれた。

　でも、天地様はこの町にいらっしゃる。

　だけど、天地様に触ふれることはできない。

　天地様が、こちらを見ることはない……。

　では、天地様はいらっしゃらないのか。

　いや、確かにこの町に天地様はいらっしゃる。

　でも、天地様は蜃気楼のように……』

　昨日から、解答のない疑問がグルグルと頭の中を回っていて、「ハーッ」とまたしても阿重霞は大きなため息をついた。

　魎呼は、そんな阿重霞を横目で見ながら、缶コーヒーをゴクゴクと飲みほすと、空からになった缶を思いっきり蹴け飛とばしながら叫んだ。

「あーっ、もう、やめた、やめた！　考えたって、分かんねえもんは、分かんねえんだ！」

「魎呼さん……」

　わざと明るく振る舞う魎呼に、阿重霞もなんとか気をとり直そうと、努つとめて元気に言った。

「そうですわね。考えてても仕し方かたありませんものね」

　そうして、二人揃そろってベンチから勢いよく立ち上がり、せっかく早く上がれた（？）んだから、今日はどこを捜さがそうかなどと相談しながら歩き始めた。

　だが、二人が落ち込むのも無理からぬことなのだ。春に柾まさ木き家を後にしてから、二人はまず、岡山市内、県下、そして近きん隣りんの県を転々と移り住んで天地を捜し続けた。

　そして、鷲羽わしゆうから天地は東京の、この下町にいるに違いないと聞かされてからは、今のファミリーレストランでアルバイトをしながら、隈くまなく町中を探し回っている。無む駄だと思っても、思いつくことは何でもした。

　区役所で住民票の台帳も調べたし、天地の顔写真を持って探たん偵ていさながらの聞き込みもした。近隣の学校も当たったし、人が集まると聞けば、祭りやイベントにも出かけた。

　そして、毎日のように近所の寺にお参まいりに行った。「どうか天地が無事でいるように。そして早く見つかりますように」と。

　そして、今はもう夏も終わろうとしているのである。

　結局、その日当たった美術専門学校の学生名簿からも、何の収しゆう穫かくも得られず、二人は重い足取りで学校を立ち去ろうとしていた。

　学校は、授業が終わったばかりらしく、生徒たちがガヤガヤと校門を出てきている。

　と、突然、阿重霞が小さく叫んだ。

「アッ！」

　何事かと、魎呼も阿重霞の視線の先を追うと、そこには天地がいた。

　いや、正確には天地と、甘あまえるようにその腕に自分の腕をからめて歩いている女性の二人連づれがいたのである。

「どうしたんだよ、ハルナ」

「ふふふっ、ま・ち・ぶ・せ」

　そんな二人の会話は、魎呼と阿重霞のいる場所までは届かなかったが、二人の親密さは遠くからでも十分に見てとれた。

「天地！」

　大声を上げて、飛び出して行ったのは魎呼である。阿重霞は、仲なかむつまじい二人を凝ぎよう視ししたまま、凍こおりついたようにその場に立ちつくしていた。

　天地は、魎呼にも阿重霞にも気づく様よう子すはない。

　そして、天地に寄り添そっている女性が、かけ寄ってくる魎呼の方に、ふと視線を移した時だった。天地とその女性の姿は、みるみると輪りん郭かくを失ってゆき、またしても蜃しん気き楼ろうのように消え失うせたのである……。

　愛いとしい天地は、失しつ踪そうした天地は、この町にいる。

　だが、いない。

　触ふれようとすると、蜃気楼のように消えてしまう……。







「もう……帰りましょう……」

　阿重霞が、そう言い出したのは、その夜のことだった。

　レストランから与えられた宿舎となっている旅館の、粗そ末まつな布団ふとんに座すわって、阿重霞は目に涙を浮かべていた。

「私たちは、とんでもない勘違いをしていたのです。天地様は、自分の意い志しで帰って来られないのです」

「阿重霞、早まるなよ」

　魎呼の声も耳に届かないようで、さらに阿重霞は続ける。

「魎呼さん、あなただってご覧になったでしょう？　天地様と、あの女性……」

　口にもしたくないというように、阿重霞は、最後の言葉を濁にごしうつむいた。

　だが、その言葉を受けて、魎呼は阿重霞を見据えて言う。

「ああ、見たとも。だけどまだあの女が、天地とそういう関係だと決まったわけじゃないだろう」

「それじゃあ、あの人はただの友達？　保険の外交員？　道を尋ねられただけ？　そんな都つ合ごうのいいことあるわけないでしょう！　おめでたいにも程ほどがあるわ!!」

「ああ、めでたくて結けつ構こうだね。分かったよ。お前めェは、さっさと樹じゆ雷らいにでもどこにでも帰りな！　所しよ詮せん、お嬢様の恋なんてそんなもんさ。国に帰って、パパとママの胸でピーピー泣きやがれ！」

「なんですって？　私の気持ちが本物でないとおっしゃるの？」

「ああ、そうだよ。少なくともあたしの情熱には負けるね。そんなことじゃあ、あの天地と一緒にいた女にも負けるに決まってる！　そうだ、早くあきらめて身を引いた方がいいぜ」

「よくも……人がおとなしくしていればいい気になって！　私のこの純真な想おもいが、あなたのような汚けがれた宇宙海かい賊ぞくに負けているものですか！」

「年とし増ま女おんなの純情ほど、やっかいなものはないゼ。天地だってうんざりするに決まってる」

「なんですって！　あなたのようなお尋ね者に付きまとわれて、天地様は困っていらっしゃいましてよ！」

「おう、じゃあ天地に聞いてみようじゃねえか」

「望むところですわ！」

　応戦のポーズをとったところで、魎呼と目を合わせた阿重霞は「ふふっ」と笑った。

「久しぶりですね。こんな大声を上げて喧けん嘩かしたのは……」

「そうだな」魎呼も阿重霞の顔を見て、口の端を上げニッと笑う。

「なんだかすっきりした。ありがとう、魎呼さん」

　素す直なおに礼を言われて、魎呼は柄がらにもなく照れた。

「よせやい！　そんなんじゃないよ、ただあたしは、天地に会って確かめてからじゃなきゃ、あきらめたくないんだ」

「天地様に会って、確かめる……」

　魎呼の言葉をかみしめるように、阿重霞が繰り返す。

「そうだよ。第一、おかしいじゃないか。なんで、あたしたちに会うと天地の姿は幻まぼろしみたいに消えちまうんだ？　それに、あの女と天地がどんな関係だか知らないが、天地があたしのことが嫌いだったらそれでいい。でも、あたしは天地にはっきりそう言ってもらいたいんだ。こんな風に、なんとなくいなくなっちまって、あいつの気持ちは永遠に闇やみの中、なんてあたしはそんなの耐えられないよ！」

　黙って聞いていた阿重霞が、魎呼の顔をしげしげと眺ながめて言う。

「魎呼さん、あなたって強いのね」

「強い？　強くなんかないさ。わずかな希望にぶら下がる、弱い女さ。まったく、自分でも嫌いやになる。もう寝るよ、おやすみ！」

　そう言うと、魎呼は、頭まですっぽりと布団をかぶって寝てしまった。

　阿重霞はもう一度、心の中で「ありがとう」と言うと、自分も布団に横になる。

　消えてしまった天地のこと、天地と一緒に歩いていた女性のこと、どうしても思いはそこに向かって行くが、同じ想いを抱かかえた人が隣となりにいることが、今夜はお互いに心強かった。




　リーン……どこかで虫が鳴いている。




　二人がようやく眠りについた部屋の窓を見上げている男がいた。いつもの袴はかま姿ではなく、ＴシャツとＧパンという軽装に身を包んだ柾まさ木き勝かつ仁ひとだった。

　魎呼と阿重霞が心配で、様よう子すを見に来たのだろうか。それにしては二人に会おうという様子はない。

「空気が、滞とどこおっている」

　そんな意味不明の言葉を呟つぶやくと、困ったような哀かなしいような顔をして、夜の町を歩き始めた。




　夏も、もうすぐ終わる。




　　　　☆☆☆☆☆




　その頃、樹じゆ雷らい星せいに戻っていた砂さ沙さ美みは、中庭を散歩していた。

　樹雷星に戻って以来、皇おう家けの間まにこもって、天地の行方ゆくえを捜さがしてきたが、未いまだに何の手がかりも得られない。そして「手がかりがない」ということ自体に、砂沙美は不ふ審しんを感じ始めていた。天地は、樹雷皇家の血を引く者である。たとえ宇宙のどこにいようとも、巫み女こである自分が皇家の間で樹雷の力をもって捜そうとするなら、何も得られない方がおかしいのである。場所を特定できないまでも、その存在や波動は、必ず感じられるはずなのだ。

　それが何も感じられないということは……天地の存在はもはやこの世界にないと考えられる。「天地兄ちゃんがすでにこの世にいない」それは、あまりにも恐おそろしい考えである。この仮説にぶちあたってから、砂沙美はそれを否定しようとこれまで以上に懸命に皇家の間にこもり、天地の行方を捜し続けた。

　あまりに根こんを詰めるので、心配した阿あ座ざ化かと火か美み猛だけが中庭の散歩を進めたのである。だが、久しぶりに見る樹雷の美しい自然も、一向に砂沙美の心を慰なぐさめる様よう子すはなかった。

　中庭の遥よう照しようの像の前までやって来て、砂沙美は像を仰あおぎ見た。天地に面おも差ざしの似た遥照の像に向かって、思わず問う。

「天地兄ちゃん、どこに行っちゃったの？」

　それを聞いた阿座化が、いたわしげに呟つぶやいた。

「昔、遥照殿が失しつ踪そうされた時のことを思い出しますなあ……血の宿命でしょうか」

「おじさまが？」

「はい」

「地球に行かれた時のこと？」

　砂沙美は、阿座化が口にした『血の宿命』という言葉にひっかかりを感じ、遥照の失踪の原因を阿座化に尋ねた。

「ひと言で言いますと、そう、駆け落ちと申しましょうか……」

「駆け落ち？」

　意い外がいな答えに、砂沙美は思わず聞き返した。

「はい。身分違いの恋でした。周囲の猛反対に合って、遥照殿は樹雷皇おう家けの後継者の座を捨てて、その女性と生きることを選ばれたのです」

「でも……天地兄ちゃんのお婆ばあさまは、地球の方だったんでしょう？」
















　砂沙美の疑問はもっともである。故郷を捨ててまで愛した女性と、なぜ一緒にならなかったのか。

「樹雷を旅立たれてからのことは、私たちには分かりません。あの女性が、どうなさったのかも……確か、名前は椿つばきと書いて……」

「椿？」

　砂沙美は、魎呼が最後に天地を見たのが、椿の木の前だったと言っていたことを思い出していた……。




「椿？」

「そう、その女の人の名前、椿って書いてハルナって言うんだって」

　どうしても〝椿〟という奇き妙みような一致が気になった砂沙美は、鷲羽わしゆうの研究室にコンタクトをとり、阿座化から聞いた話を報告したのだった。だが話しているうちに、別段、手がかりになりそうな話でもないような気がして不安になってくる。

「やっぱり、別に関係ないよね。天地兄ちゃんがいなくなったことと、おじさまの昔の恋人の話なんて……」

　ところが鷲羽は、突然、痛快極きわまりないという感じで笑い出したのだ。

「鷲羽さん、何？　どうしたの？」

　込み上げてくる笑いをこらえるように鷲羽が答える。

「とんだところで大だい収しゆう穫かくだわ。砂沙美ちゃん、大おお手て柄がらよ。天地殿は、見つかるわ」

「え？」

　キョトンとしている砂沙美に、鷲羽はさらにこうつけ加えてウインクした。

「もうじき、応援が必要になると思うから、大至急、地球に帰ってきてね！」

「鷲羽さん！」

　何のことだか分からないまま、一方的に通信を切られてしまった砂沙美は、足下にいる魎りよう皇おう鬼きに話しかけた。

「どういうことなんだろ？」

「ミャオーン？」

　魎皇鬼も疑問符でいっぱいの顔をしている。

「でも、天地兄ちゃんが見つかるって言ったよね？」

「ミャオ！」

「よし、魎ちゃん。大急ぎで地球へ帰ろう！」

「ミャオ！　ミャオ！」

　にわかに元気になった砂沙美は、早さつ速そく、地球へ戻る準備にとりかかった。といっても、もちろん科学アカデミーに潜せん入にゆうした美星のように、『樹雷せんべい』や『樹雷っちＴシャツ』を買いに走ったわけではない。念のため。




　さて、我われらが天才科学者・鷲羽ちゃんは、砂沙美との通信を一方的に切った後、科学アカデミーにいるミホキヨに連絡を取っていた。

「どう？　調子は」

　軽い調子で聞いてくる鷲羽に、清きよ音ねは怒りをぶつける。

「どうもこうもありませんよ。ずっと連絡も断ったまんまで」

「悪い、悪い。ちょっとこっちの調査が忙いそがしくって……」

「こっちは、毎日、潜入してるのがバレたらどうしようって、ドキドキしながら暮らしてるって言うのに！」

「あら、その割りには美み星ほし殿、ちょっと太ったんじゃないの？」

　確かに、げっそり疲れた様子の清音に比べ、美星は顔色もよくちょっとふくよかになったようにさえ見える。

「ハイ！　さすが科学アカデミーの食堂は栄養バランスにも気を配ってあって、その上、おいしくって絶好調ですぅ！」

　脳天気に答える美星に、鷲羽もニコニコ応じる。

「それは良かったわね」

「はい～！」

「ちっとも良くない！　もうこんな生活、いやよ！」

　イライラと叫ぶ清音に、鷲羽はニッコリ笑って言う。

「まあまあ、落ち着いて。もうそろそろ帰って来てもらおうと思ってるんだから」

「ホントに？」

　通信機にすがりつくように清音が聞く。

「ええ、ホントに。だけど、その前にもうひと仕事してきて欲しいの」

「それが終われば、科学アカデミーから出られるのね？」

「もちろん」

「やるわ！　何でもやる！」

　ギャラクシーポリスとしての誇ほこりを持って生きてきた清音にとって、不法侵入者として生きるのは、相当なプレッシャーだったようである。だが、さすがマッドサイエンティストの鷲羽ちゃんは、世の中の正義など全く無視して言った。

「これから言うシステムを、科学アカデミーのコンピュータからハッキングして！」

「な、な、な……」

　二の句が継つげないでいる清音に、鷲羽はカラカラ笑って続ける。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。言うとおりにやれば簡単だから」

「嫌いやよ！　そんなの犯罪じゃないの」

「あら、もう立りつ派ぱな犯罪者じゃないの。それとも、不法侵入してること、本部に通報して欲しい？」

　言うことを聞くしかないのである。それはもう十分に分かっている清音であったが、隣となりでいちごポッキーをほおばりながら、

「ねえ清音ェ、ハッキングって何？」

　と脳天気な質問を投げかける美星を見ていると、首を絞しめあげたくなる衝しよう動どうを押さえ切れないのであった。







　　　〈昔語り④〉







　男は、夜の街をあてもなく歩いていた。思えば、男が初めてこの大地を踏みしめた時から、この星は著いちじるしく変わった。夜だというのに街は明るく、街頭は人であふれている。

　路ろ地じ裏うらをぼんやりと歩いていると、走ってきたひとりの青年にぶつかった。

「失礼」そう言った男を、青年はちらりと見ると、一冊の本を差し出した。

「これは？」

「俺が書いたんだ。あげるよ」

　男が次の言葉を口にしようとした時、路地裏の入り口に数人の男がバタバタとやって来た。

「いたぞ、あそこだ！」男たちの声に、青年はハッと身を翻ひるがえすと、路地から伸びたさらに細い道へと姿を消した。男たちもどやどやと後を追う。

　それが、男と青年の出会いだった。青年が書いたという本には、人々が平等に暮らすための理想が書き連つらねられていた。そこに流れる思想は、現在この国では禁止されているものである。この本がもとで、青年は警察から追われているらしい。

　男は青年と親しくなった。青年が所属しているという会の集会にも、たびたび同行するようになった。

　だが、会はだんだん怪あやしくなっていった。民衆の苦しい生活を憂うれい、愛国者を名乗りながら、彼らの情報を欲する企業家から集めた金で饗きよう宴えんを繰くり返すようになっていたのだ。

　男は、青年にこれはおかしいと諭さとした。青年もそう思うと、言葉を濁にごした。だが、もう時代の大きなうねりの中で、青年はそれから逃のがれようのないところにいたのだ。

　やがて彼らの会は大きなクーデターを起こした。クーデターは数日にわたったが、結局、失敗に終わった。青年は、直接クーデターには関わっていなかったが、捕とらえられ、銃じゆう殺さつされた。

　原因は、男とはじめて出会った時の、あの本であった。

　青年が銃殺されたと聞いた寒い朝、男は、青年と二人でよく語り歩いた川原に、一本の木を植えて街を出た。

　政府当局は、会にたびたび顔を出していたという男を捜さがしたが、まるで手がかりはなかった。

　昭和六年。この国が、暗黒の時代へ大きく足を踏ふみ入れようとしていた頃の物語である。







　　第６章　もうひとつの19才







　勝かつ仁ひとは、柾まさ木き神社への長い階段を上っていた。先に東京で見た軽装ではなく、いつもの袴はかま姿である。ここ、岡山では豊かな自然に囲まれているせいか、東京よりひと足早く、秋の気け配はいが感じられた。東京より南に位置するわりには、空気も冷たく感じられる。

　長い階段ではあるが、通い慣れた道である。勝仁は、息を切らすでもなく悠ゆう然ぜんと少しずつ色づきはじめた木々や、赤トンボに目を留とめながら階段を上り切った。

　階段を上り切った先には、見慣れた我わが家の玄関がある。

「ただいま。今、戻ったよ」ガラリと戸を開けると、待ちかねていたように、婿むこの信幸が飛び出してくる。

「お義と父うさん！　どこへ行ってらしたんですか！」

「ちょっと出てくると断っただろう」

「そんなこと言ったって、まる二日ですよ。心配しますよ。まさか、お義父さんまでいなくなってしまったんじゃないだろうかと……」

　言い募つのる信幸の言葉を制して勝仁が言う。

「どこへも行きはせん。私は、柾木神社の宮ぐう司じだ」

　その言葉には、何か一種の迫力さえ感じられて、信幸は口をつぐむ。と、その時茶の間から一人の少女が顔を出した。

「お帰りなさい。勝仁殿」

　一いつ瞬しゆん、勝仁に近寄り難がたいような雰ふん囲い気きを感じ取っていた信幸が、救われたというような顔をして言った。

「鷲羽わしゆうちゃん、ずっとお義父さんの帰りを待っていたんですよ」

　だが、これで緊張感が解けると思った信幸の思惑おもわくとは裏腹に、勝仁と鷲羽は見つめあったままニコリともしない。

「あの……」

　二人を見み比くらべながらしどろもどろしている信幸には目もくれず、鷲羽は真っ直すぐに勝仁を見つめて言う。

「勝仁殿にお聞きしたいことがあってきました」

　勝仁は、それでもしばらく鷲羽の顔を黙って見つめていたが、やがて表情を弛ゆるめ、

「鷲羽さん、久しぶりにいらっしゃったんだ。夕涼みがてら、裏山の散歩にでもつき合ってくださらんか」と鷲羽を誘った。

　秋の気け配はいが漂ただよいはじめた裏山を、二人は黙々と歩く。カラスが巣に帰ろうと、カア、カア鳴きながら飛んでゆく。暮れ始めた空を、オレンジ色の太陽が、ゆっくりと大地に向かって動いていた。

　勝仁が、ふと立ち止まる。鷲羽は、その場を一見して心得たように言った。

「ここですね？　天てん地ち殿が姿を消した、椿つばきの木の前というのは」

　勝仁は、黙ってうなずく。そして椿の木の幹をさすりながら、話しはじめた。




　　　　☆☆☆☆☆




　私が、まだ樹じゆ雷らいにいた頃の話です。

　その頃の私は、そう、今の天地よりもうひとつ二つ年上というところだったでしょうか。

　尤もつとも、地球と樹雷では年の取り方が違いますから、あくまで見た目の話ですが……。

　私は、鷲羽さんも知っての通り、その頃の名を遥よう照しようと申しました。

　樹雷皇おう家けの跡あとを継ぐべく、皇おう子じとしての教育を受けていた私でしたが、ある女性との出会いが私の運命を変えたのです。

　その女性が、あなたの知りたがっているハルナです。

　ハルナは、樹雷皇家に代々仕つかえていた家の娘で、私の世話係として皇家にやって来ました。

　優しくて、明るくて、賢かしこくて、でも控えめで、私は自分の身の回りの世話をしてくれるハルナをすっかり気に入ってしまいました。

　けれども、はじめのうちは、ただいい娘だな、と思っていただけでした。

　ハルナも私を好きではいてくれたでしょうが、それは主人を慕したう気持ちだったと思います。

　私たちは既き成せいの概念に縛しばられて、お互いがお互いの恋愛対象になるなどと、考えられなかったのです。

　だが、やがて、私たちはお互いの気持ちに気づきました。

　そして押さえていただけに、気づいた時、それはもう止めようがなかったのです。

　ハルナは身分違いだからと身を引こうとしましたが、私はハルナを手放すことなどできなかった。

　樹雷皇である父に、私はハルナと結婚したいと申し出ましたが、父がしたことは、ハルナを皇家から追い出すことでした。

『時間が経たてば忘れる』と父は言いましたが、そんなことは信じられなかった。私がハルナを忘れるなんて……。

　私は父に内ない緒しよでハルナの行方ゆくえを捜さがし、とうとうハルナが私から身を隠し、遠縁の家に身を寄せていることを知りました。

　私はハルナに会いに行ったが、ハルナの叔お父じたちに阻はばまれて会うことはできなかった。彼らは私に『次期樹雷皇になられる方に、ハルナは相応ふさわしくない』と言いました。

　それで私は決めた。

　皇子の座を捨てようと……。

　皇子の座も、故郷の星も、すべて捨てても、私はハルナが欲しかった。

　はじめは拒きよ絶ぜつしていたハルナも、やがて私の気持ちに同意してくれ、私たちは樹雷を捨てたのです。

　生まれ育った愛する故郷から、まるで罪人のように闇やみにまぎれて逃げる……それは私にとってもハルナにとっても辛つらいことでした。

　私たちは二度と見ることがないであろう樹雷星を、いつまでも、いつまでも、見えなくなるまで船の中から見つめていました。あの時見た樹雷星は、今でも忘れられません。いつまでも、いつまでも、小さな星くずのようになっても、私たちを見送ってくれているようでした。

　だが、船の中の暮らしは楽しかった。

　まるでハネムーンに出かけた新婚夫婦のように、私たちは二人の時間を謳おう歌かしました。引き裂かれていた時間を取り戻すように。

　樹雷皇家から追われ、転々とさまよう暮らしではありましたが、何よりも二人でいられることが嬉うれしかったのです。

　けれども、果てしない宇宙をあてもなく旅しているうちに、私たちは無む性しように寂しくなりました。

　そこで私たちは、どこかの星に移り住もうと考えました。

　樹雷の力が及ばないような、どこか遠い星へ行こうと……。

　そしてさまざまな星のデータを集めた結果、私たちが選んだのが地球でした。

　そこは辺へん境きようの星だが、樹雷のように豊かな水や木々に覆われていると言います。私たちは地球のデータやホログラフを見ながら、あれこれと楽しい未来を語り合いました。

　地球に降りたら、ひっそりと小さな家で暮らそう。子供は何人欲しいなあ、なんて話を飽きずにしていました。

　だが、その時、苦しい旅を強しいてきたハルナの体はすでに病びよう魔まに冒おかされていたのです。



















　　　　☆☆☆☆☆




「勝仁殿……」

　そこまで一気に話すと、うつむいてしまった勝仁に、鷲羽はかける言葉もなく呟つぶやいた。

　勝仁の手は、慈いつくしむように椿つばきの木をなで続けている。

　鷲羽は決心して聞いた。

「ハルナさんは亡なくなったんですね？」

　勝仁にとって辛つらい話ではあろうが、聞かないわけにはいかない。

　勝仁は、放心したようにうなずく。

「そうです。地球に着く寸前に……。それで私は、ハルナとともに生きようと語り合った地球に、ハルナを埋めた」

「椿と一緒に？」

「そう。椿は私の宇宙船のコントロールシステムだったものです」

「これがその椿ですね？」

　勝仁がなで続ける椿の木を指してそう尋ねる鷲羽に、勝仁は首を振った。

「いや、違います。地球に降り立った私は、ハルナと椿の木と一緒に生きようと思ったが、ハルナとの思い出は、抱かかえていくにはあまりに重すぎた。それに樹雷人である私にとって、ひとつの土地に長くいることは難むずかしかったのです。地球に降りて気づいたことだが、地こ球こと樹雷では時間の流れが全く違いました。地球で生まれた子供が成人して子を生んでも、私は全く年を取らない。まるで、私の上だけ、時間が素す通どおりしていくように……」

　それはそうであろう。遥照が樹雷から失しつ踪そうした時、地球はまだ今の世界の形さえ、とっていなかったのだろうから。

　遥照は、いや勝仁はどれほどの孤独な時間を、地球このほしで過ごしたのだろうか。

「では、この椿は？」

　鷲羽は、なるべく勝仁の触ふれたくない過去に触れまいと、椿に話を戻した。

「ハルナと一緒に埋めた椿の挿さし木です。一緒にいるのは辛かったが、やはり離れても生きられなかった。それで私は、椿の一部を持って旅を続け、移り住んだ土地に椿を挿し木したのです。そうすることで、ハルナと一緒に旅を続けているような気がして……」

　勝仁の手は、相変わらずやさしく椿をなで続けている。

「勝仁殿……辛いことを聞いて申し訳ありませんでした。でも、天てん地ち殿の無事がかかっているんです……ハルナ殿が……」

　鷲羽のその言葉を遮さえぎるように、勝仁は言う。

「おそらく、そうでしょう……だが今の私に、ハルナを責める資格はない」

　自分への怒りを抑おさえようがないというように、拳こぶしを震ふるわせて言う勝仁に、鷲羽は何と言葉をかけて良いか、分からなかった。

「鷲羽殿、しばらくひとりにしてくださらんか」

　やがて、遠い目で椿の木を見つめながら静かにそう言った勝仁にそっと頷うなずくと、鷲羽はひとり裏山を後にした。

　残された勝仁は、一番星がまたたく空を振り仰あおいで、ハルナとの最後の会話を思い出していた。

　ベッドに横たわる顔色の悪いハルナ。そのハルナの手を握り締める若き勝仁。いや、遥照。船のモニターには、青い地球が映っている。

「ハルナ、もうじき地球だよ」

「ええ……」

　微笑ほほえもうとするハルナ。だが、笑え顔がおはじきに苦しそうな咳せきに妨さまたげられてしまう。

「ゴホッ、ゴホッ」

「しっかりするんだ、ハルナ」

「大だい丈じよう夫ぶ」心配させまいと気丈に振る舞いながら、ハルナはモニターに目を移す。

「綺き麗れいね」

「ああ、綺麗だ。あれが私とハルナが暮らす星だよ」

　そう言う遥照に、ハルナは寂しそうに微笑んだ。

「一緒に、暮らしたかったわ」

　諦あきらめたような瞳ひとみでそう言うハルナに、遥照がつかみかかる。

「バカなこと言うなよ！　ハルナは私と一緒に地球で暮らすんだ!!」

　運命に憤いきどおり、力まかせに自分を抱き締める遥照の腕の中で、ハルナは荒い息をしていた。

「痛いわ、遥照」

　思わず、小さく叫んだハルナに遥照は慌あわてて力を緩ゆるめた。

「ごめん。大丈夫か？　でも、ハルナがいけないんだ。『暮らしたかった』なんて、過去形で言うから」

　ハルナは、緩められた腕の中から、心配げに自分を見る遥照を見上げた。

「ごめんなさい。なんだか心細くなってしまって」

　遥照を元気づけようと、明るくそう言うハルナに、

「なあに、地球で新鮮な空気や水に触れたら、すぐに元気になるよ」

　と遥照も返した。

　だが、二人とももう分かっていたのだ。

　別れの時は、迫っていると……。

「ハルナ！」

　ハルナがふっと消えてしまいそうに弱々しいので、遥照は思わずハルナの名を呼ぶ。

「大丈夫。私はずっと、遥照のそばにいるわ」

　聖母のような優しい微笑みでハルナが答える。

「ハルナ、約束だよ」

「ええ」

　しっかりと握り合った手と手。

　だが、ハルナと遥照が話をしたのは、それが最後だった。

　遥照は、ハルナが亡くなった後も、何日も彼女につき添そい、一緒に地球を眺ながめた。

「どうしたんだい、ハルナ。地球はもう、ほら、あそこにあるんだ。なのに、どうして君は目を開あけてくれないんだ！

　約束したじゃないか。ずっと、そばにいようって、ずっと、ずっと、そばにいようって！」

　何度も、何度も繰くり返される遥照の言葉に、だがハルナはもう決して答えてくれることはなかった。




　日がすっかり暮れ、秋の虫が鳴いている。

「ずっと一緒にいよう。約束だよ、ハルナ……か」

　勝仁は、もう一度、椿の木に目を戻した。だが、勝仁の目は椿を映してはいない。

　亡き妻・イツキと恋に落ち、結ばれ、ひとり娘・阿あ知ち花かと三人仲良く笑い合う幸せそうな自分の姿が、脳裏に浮かんでは消えた。楽しいはずの、その思い出の光景が、今は呪のろわしいもののようにさえ思われる。

「ハルナ！　許してくれ、ハルナ!!」

　勝仁は、椿の木にすがりつき、絞しぼり出すように、そう言った。両の目からは、ハルナを亡くしたあの日のように、とめどもなく涙があふれてくる。

　世の中に、変わらないものなどあるはずがない。十分にそう知り尽つくしている勝仁だったが、その夜は、時の流れが、自分の変化が、うとましくて遣やり切れなかった。







　　　〈昔語り⑤〉







「お兄さん、ねえ行こう？」

　男は今、小さな少女に手を引かれて、湖のほとりを歩いていた。

　あれから、あの青年が銃じゆう殺さつされてから、この国は地じ獄ごくへと転がり落ちた。

　あちこちの国へ兵を向け、罪のない人々を殺し富を得た。戦争は大きな範囲に広がり、この小さな国には手に負えなくなり、やがて他国からの爆撃機が罪のない人々を無差別に殺しはじめた。人々はいつも爆撃機の音に怯おびえ、貧しく、飢うえていた。

　そして長い戦争は、敗戦という結果で幕を閉じた。人々は爆撃機の恐怖から解放されたが、飢えと貧ひん困こんは続いた。

　男は、もう疲れていた。長い年月、さまざまな人を見てきた。そして時代が変わるのを見てきた。異い邦ほう人じんである男がこの国を見る視線は、すでに冷えきっていた。

　けれど今、この小さな手を握って湖のほとりを歩いていると、この星の未来を信じられそうな気がしてくる。宇宙船から見た、あの美しい姿が、この星の真実だと信じてみたくなる。

　男はその地にとどまった。少女を見ていると心がなごんだ。

　だが、違う星からやって来た男は、何度もその地を立ち去ろうとした。自分と少女は、違う時間の流れにいるのだからと……。実際、少女が娘になる頃になっても、異郷から来た男は、ほとんど年を取ったように見えなかった。そのことを娘に問い詰められた時、男はいよいよ立ち去ろうとしたが、娘が強く引き止めた。ついに男は、地球で生きることを決めた。地球の時を生きようと……。

　その時から、不思議なことに素す通どおりしていた時間が、少しずつ男の中にも流れるようになった。

　そして、男は娘と結ばれた。

　昭和三十年代、岡山。現実を生きはじめた男は、すでに物語の人ではなくなった。







　　第７章　19才・17才との対面







「Ａセットまだぁ？」

「食後のコーヒー、もう20分も待ってるんだけど」

「ちょっとこれ、注文したのと違うわよ」

　ご想像通り、ここは魎りよう呼こと阿あ重え霞かの働くファミリーレストランである。夏休みが終わり、学生アルバイトが去った今、レストランはめちゃくちゃ忙いそがしい。そしてがむしゃらに働くことは、あれ以来、天てん地ち捜そう索さくに何の手がかりも得られない魎呼と阿重霞の気を少しばかり紛まぎらわせていた。

「はいよ！　ハンバーグ定食、お待ちっ！」

「こちら、Ｂセットとミックスピザセットでございます。ご注文の品、以上でお揃そろいですね？」

　テキパキと働く二人に、店長も機き嫌げんがいい。

「なかなか良くやってくれてるじゃないの、ねえ？」

「まあ、最近はようやく人並みですね」

　厨ちゆう房ぼうの主任も渋々、認める。

　ところが……

　ガラガラガッシャーン！　もの凄すごい勢いで、阿重霞が料理の載のったトレイを床ゆかにぶっちゃけた。

「あーあ、何やってんだよ？」そう言って、片づけを手伝おうとやってきた魎呼も、そのままその場に立ち尽つくしてしまった。

　二人の目線の先には、仲むつまじく食事をする天地と、先日見かけた女性がいた。

　女性は食事中だというのに、待ち切れないといった様よう子すで、買い物の包みを開あけ、小さな箱を取り出した。中から細い銀のリングを出して、指にはめてみる。

「あー、やっぱりこれにして良かった」

「ハルナ、食事中だぞ。帰ってから、じっくり見ればいいだろう？」

「だって、夢にまで見た天地とのペアリングなんだもん。うれしくって」

　指輪をはめた手を眺ながめては、また嬉うれしそうにふふっと笑う。

「もう、仕し様ようがないなあ。でも結けつ構こう、高かったよな。生活、切り詰めないと……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。天地は何も心配しないで」

　そう言いながら、食べかけのマカロニグラタンに手を伸ばし、またキャハハと嬉しそうに笑う。

「見て、見て。マカロニが二つ、くっついてる。私と天地みたい。かわいいー！」

「もう、ハルナは本当に吞のん気きなんだから。まいっちゃうよ」

　そう言いながら、天地は不ふ意いにハルナの表情が強こわ張ばったのを見た。

「ハルナ、どうした？」

　ハルナの目線の先を追うと、二人のウエイトレスがいる。トレイを取り落としたらしく、床には食べ物が散乱していた。

「あーあ、ぐちゃぐちゃだな。ハルナ？」

　天地は、ハルナがその散乱ぶりに顔をしかめたと思ったのである。

　だが、ハルナはまだじっとウエイトレスを見ていた。いや、睨にらんでいた。まるで憎んででもいるように。

　天地が、ハルナのきつい眼まな差ざしを不ふ審しんに思ったその時だった。ウエイトレスの一人が、突然こちらに向かって歩いて来た。

「天地！」

「？？？」

　なぜ、このウエイトレスが俺の名前を知っているんだ？　天地は思わずハルナを見る。

「ハルナの知り合い？」

　だが、ハルナは強くかぶりをふると激しく言った。

「イヤよ、天地。あの人を見ないで！」

　一方、ウエイトレスも激しく天地に迫ってくる。

「天地！　あたしだよ。どうしたんだよ？　忘れっちまったのか？」

　そして、魎呼は天地の肩をグイとつかもうとした。が、魎呼の手は空くうをつかみ、天地とハルナの姿は輪郭を失い、やがて二人は蜃しん気き楼ろうのように消えた……。

「天地？」

「天地様！」

　叫ぶ二人のところに店長がやって来る。

「君たち、何やってんの？　早く片づけて！」




「なんだか、悪い夢でも見てるみたいだ……」

　旅館の部屋の畳たたみに、ぺたりと座すわり込んで魎呼が言った。

「夢だとしても、こんな酷ひどい夢ありません……」

　阿重霞も同じく畳に座り込み、たまらないと言うように、ギュッと膝ひざで手を握り締めて言った。

　外はもう真っ暗であるが、二人には電気をつける気力もなかった。

　あれから、天地が二人の目の前で消えてから、どうやってここへ帰り着いたのかも覚えていない。働いていても、歩いていても、何をしていても消えてしまった天地とあの女性のことしか二人の頭にはなかった。

　胸には、なにかポッカリと空間ができてしまったようで、苦しい。

　ピー、ピー、ピー！

　突然、闇やみの中に呼び出し音が響いた。鷲羽わしゆうからの通信ベルである。これまでは待ちわびていた音だったが、今の二人には、一いつ瞬しゆん、それが何の音かさえ判断できなかった。

　魎呼が、やっとそれと気づいて通信機を取る。と、闇夜に鷲羽のホログラフが飛び出し、ハイテンションに呼びかけた。

「はーい、調子はどう？　お二人さん！」

「…………」

「…………」

　黙ったままの二人にはおかまいなく、鷲羽はハイテンションに喋しやべり続ける。

「なんだ、なんだ、元気ないなあ。二人とも」

　そこで、フフンと意い地じ悪わるく間まを置いてから、言う。

「もしかして、天地殿が目の前で霞かすみのように消えたとか？」

「なんで、知ってるんだよ！」

「どうして、知ってらっしゃるの！」

　魎呼と阿重霞は、ホログラフの鷲羽に向かって、飛びかからんばかりに身を乗り出して叫んだ。

「まあ、まあ、まあ、この天才科学者・鷲羽ちゃんに分からないことなんてないわよ」

　ケロリと言う鷲羽に、だが今の二人は毒舌で応じる気力もないようである。さすがにバツの悪くなった鷲羽は、

「まあ、今回はちょっと時間かかっちゃったけどね。何しろ随ずい分ぶん、昔の話だったから」と言い訳した。

「昔の話？」怪け訝げんな顔で問う二人に、鷲羽はこれまでの経けい緯いを話し始める。

　つまり、昔、遥よう照しようはハルナという女性と恋に落ち、樹じゆ雷らいを捨てて地球にやって来たこと。だが、不幸にもハルナは地球に着く寸前に亡なくなってしまったこと。そして天地は、遥照がそのハルナへの想おもいを託していた椿つばきの木の前でいなくなったこと。さらに鷲羽の調査の結果、天地は東京のこの下町にいるはずなのに、砂さ沙さ美みの巫み女この力では天地のエネルギーが感じられないことなどである。

「それで、だから天地はどこにいるんだよ！」

　鷲羽の長い話を、珍しく辛しん抱ぼう強く聞いていた魎呼だったが、ついにたまらなくなった様よう子すで、鷲羽に詰め寄った。

「はい、はい。相変わらずせっかちな子だね。この天才科学者・鷲羽ちゃんが調べた結果！」

　ここでご丁てい寧ねいにも間まを置く鷲羽ちゃんであった。

「天地殿は、パラレルワールドにいます！」

「パラレルワールド～～～！？？？」

　魎呼と阿重霞が声を揃えて叫んだのを、ウンウンと満足げに見ると、鷲羽は説明に移った。

「そう、パラレルワールド。つまり四次元宇宙に我われ々われの世界と共に存在する異世界。簡単に言えば合わせ鏡の世界ね」

「なんで、天地がそんな所にいるんだよ！」

　魎呼が聞く。

「おそらく、ハルナ殿の霊というか、魂たましいに引き込まれたんだろうね」

「霊だって？　そんなものがあるのかよ？」

「さあ。その辺あたりは私にも詳くわしくは分からないけど、人の念っていうのは、この世で最も強いものじゃないかと私は思うね。おそらくハルナ殿の無念の想いが、樹雷エネルギーを持つ椿に宿ってしまったんじゃないだろうか」

「でも、どうして天地様を？」

　今度は、阿重霞が聞く。

「うーん、そこがまた問題なんだけどね、おそらく天地殿が、自分が思いを遂とげられなかった遥照殿に似てるからだろう」

「似てるからって、そんな……」と阿重霞。

「そうだよ。じいさんを連れてきゃ、いいだろう」と魎呼も不満顔である。

　そんな二人を見比べながら、鷲羽は珍しく考え深げに言った。

「それは、ハルナ殿本人に聞いてみなければ分からないけれど、何か天地殿にハルナ殿の波長に同どう調ちようするものがあったんじゃないかねえ」

「同調？」またしても同時に聞いた二人を、鷲羽は可お笑かしそうに見る。いつもは、あんなに喧けん嘩かばかりしているくせに、今回はやけに仲なかがいい。

　ニヤニヤ笑う鷲羽を、二人は怪訝そうに見た。

「何だよ？」

「何ですの？」

「いや、いや、何でもないよ。どこまで話したっけ。そうそう、同調だ。二人の波長が合わなければ、いくらハルナ殿が天地殿を連れて行こうとしたって無理なはずなんだ。だから、おそらく、天地殿とハルナ殿に何らかの同調するものがあったと思うんだよ。とにかくそうして天地殿はパラレルワールドに行ってしまったんだが、元もと々もとはこちらの世界の住人。まだパラレルワールドに体が完全に定着していないから、たまにこっちの世界に戻って来てしまうのだろう。無意識のうちに」

「それで天地は、連れ戻せるのか？」

　こざかしい説明はどうでもいいとばかりに、魎呼が勇んで聞く。

「そうですわ。触ふれようとしても消えてしまわれるのです！」

　そんな天地をどうやって連れ戻せばいいのか、と阿重霞も必死の形ぎよう相そうである。

　だが、我らが鷲羽ちゃんは相変わらず冷静にコトを説明する。

「そう。今の世界のあり方では無理。だから、我々の世界と天地殿のいるパラレルワールドの二つの世界の次元を固定しなければならないってわけ。ね？　清きよ音ね殿？」

　呼びかけられて、清音のホログラムが部屋に現れた。だが、なんとなく疲れた様子である。

「科学アカデミーの次元固定システムをハッキングしてきたわ。これを使えば、惑星の軌き道どうだって変えられるそうよ」

　清音の言葉に、魎呼と阿重霞が言う。

「盗ぬすんだのか？」

「それって、犯罪じゃありませんの？」

「…………」

　その言葉に、ノックアウトされてしまった清音を支えるように、もうひとつのホログラムが現れる。美み星ほしである。

「あーん、清音ェ。大丈夫？　しっかりして。あたしが付いてるから」

　頼むから離れてほしいと思う清音であったが、今はもう、それを言う気力さえなかった……。

　そんなミホキヨを尻しり目めに、鷲羽は天地奪だつ回かいの手順を、さらにてきぱきと説明していく。

「まず、次元固定システムで我々の世界とパラレルワールドの力場を固定。そして、その時、効率良い体系エネルギーを得るために、勝仁殿が各地に植えたという椿の樹雷エネルギーを利用するわ。砂沙美ちゃんと魎りよう皇おう鬼きは、既すでに京都に向かってくれてるの。美星殿は岡山の柾まさ木き神社に、清音殿は伊い豆ずに行ってちょうだい。あんたたち二人は東京ね。それぞれのポイントの椿にエネルギー装置を設置するのよ。間ま違ちがえないでね」

「お前は、どうするんだよ」魎呼の問いに、鷲羽はちょっと躊ちゆう躇ちよしてから答えた。

「私は勝仁殿、いや遥照殿がハルナ殿の遺い体たいと椿の木を植えたという場所で、エネルギーを操そう作さする。場所は秘密。勝仁殿の思い出の場所だからね。たとえ、あんたたちにでもむやみには教えられない」

「分かった」と一同がうなずいたのを見てとって、鷲羽は続ける。

「そのエネルギーで魎呼と阿重霞殿をパラレルワールドに送り込むから、二人で天地殿を連れ戻してちょうだい。とにかく、天地殿がまだこちらの世界に見え隠れしている間にコトを進めないと。完全にパラレルワールドの住人になってしまったら、連れ戻せなくなる可能性もあるからね」

　鷲羽の言葉に、一同が緊張し、ゴクリとつばを飲んだ。とにかく準備が整ととのい次し第だい、天地奪回作戦が繰り広げられることになり、その夜はお開きということになった。




「ねえ、天地様がハルナさんに同調するって、どういうことかしら？」

　皆のホログラムが消え、静かになった部屋で阿重霞は横に寝ている魎呼に話しかける。

「そんなの、知るかよっ！　これから忙しくなるんだ、早く寝ろよ！」

　魎呼は、荒々しくそう言うと、そっぽを向いて頭から布団ふとんをかぶってしまった。

　だが、その夜、阿重霞は自分と同じにまんじりともできない魎呼の気け配はいを感じていた。




　リーン……。リーン……。

　二人の不安を増ぞう長ちようするように、秋の虫が寂しく鳴いている。




「どうした、ハルナ？　元気ないな。昼間、はしゃぎ過ぎちゃったか？」

　ハルナを軽く抱きすくめ、細い薬指にはめられた銀の指輪に口づけて天地が聞く。

「違う」不ふ機き嫌げんそうに、ハルナは短く答えながら、椅い子すから立ち上がった。振り仰あおいだ空には、満天の星が輝かがやいている。

　外出から帰って来て、ベランダで天地はハルナをモデルに絵を描いていたが、ハルナはずっと機嫌が悪い。以前から欲しがっていたペアリングを買って、昼間はあんなにご機嫌だったのに……。

　本当に女の子って分からないな、と思いながら、ハルナがすり抜けてしまって、まぬけに宙ちゆうに浮いてしまった自分の腕をもてあましながら、ふと自分の薬指に目をやった。ハルナのと同じ銀の指輪が輝いている。ハルナのように、はしゃぐほどではなかったが、それでもなんとなく、くすぐったく甘あまい気持ちがわいてくる。

　そんな天地を振り返って、ハルナが意い地じ悪わるく言う。

「天地は欲しくなかったんでしょ？　そんなチャラチャラしたの」

「そんなことないよ」

「あの人、そんなのしそうにないもんね」

「誰のこと、言ってるんだ？」

「とぼけないでよ。絵しか見てなくったってちゃんと分かるんだから！」

「何のことだよ？」

「昼間のウエイトレスの女の子よ」

「え？」

「あの人でしょう？　前に天地が描いてたの」

　あまりに唐とう突とつな話題に、天地は驚おどろいてしまう。ウエイトレスの女の子？　あの、トレイをひっくり返してた二人の？　そう言えば、一人の女の子は、自分がイメージで描いていた女の子に少し似ていた気もするけど……あんまり顔も覚えていない。
















「誤ご解かいだよ。あの絵はイメージ。ただの俺の想像上の女の子だって言ったろう？　ウエイトレスの子なんて、顔もよく覚えてないよ」

「本当？」

「本当だよ。第一……」

　第一、どうしたんだっただろうか。あのウエイトレスの女の子たちは……。落としたトレイを片づけてるところを俺は、見ただろうか。いや、あのファミリーレストランをいつ、出たんだっけ？　黙ってしまった天地を、引き戻すようにハルナが言う。

「だったら、もういい。許してあげる」

『許してあげる』という、あまりに自分勝手な謝しや罪ざいだったが、天地はそれでもほっとした。

「なんだ。ずっとそれでスネてたのか？　馬ば鹿かだなあ」

　笑って、天地はハルナを引き寄せたが、その時、グニャリと世界が歪ゆがんだ。

　空も、壁も、椅い子すも、テーブルも、いや空気さえもグニャリと歪んだようないやな感じ。

「地震か？」そう思ったが、それにしては物が倒れたりはしない。むしろ、ひどく静かで、物音ひとつしなかった。

　そして、世界が元に戻った時、ベランダに二人の女の子が立っていた。パラレルワールドに転送されてきた魎呼と阿重霞である。

「天地っ！　迎むかえに来たぜ！」

「…………」

　勇んで叫んだ魎呼に、だが天地からの返事はない。

「あなたたち……どうして、ここへ」

　ハルナが困こん惑わくして呟つぶやいたが、魎呼はそれには目もくれず、天地につかみかかる。

「天地！　あたしだよ、魎呼だよ。一緒に帰ろうよ！」

　激しく訴うつたえる魎呼に、ようやく天地は口を開いた。

「魎呼？　確かに絵の女の子に似ているけど、だって、あれは俺の空想の……」

　混乱する天地に、さらに阿重霞が迫る。

「天地様！　阿重霞です。思い出してくださいまし！」

「阿重霞……」天地はそう呟いて、泣きそうに真剣な眼まな差ざしで自分を見つめている女の子を見た。確かに、どこかで会ったことがあるような気がする……。

「天地！　見ないで！　その子たちを見ないで!!」

　激しい叫び声に、魎呼は初めてハルナに激しい怒いかりを感じた。これまでは漠ばく然ぜんとした存在だった女。だが、この女は今、確かにいて、自分たちから天地を奪おうとしている。

「なんだと！　天地を無理やり、こんな世界に引き込みやがって！」

「無理やり？」

「そうだよ。天地をあたしたちの元に返せよ！」

「無理やりなんかじゃないわ。天地はここへ来たかったから、ここへ来たのよ」

「そんな馬鹿な！」叫ぶ魎呼に、阿重霞も同意する。

「そんなハズありません！　現にあなたは天地様の記憶を操そう作さしているではありませんか！」

「操作なんかしてない！　そんなことできないわ。無理に人をこの世界におびき寄せたり、自分を愛させたり……」

『愛』という言葉が出た途と端たん、魎呼と阿重霞の顔色が変わった。それを見て、天地に抱きつき、さらにハルナは続ける。

「そうよ。天地は私を愛してる！　そしてあの世界に嫌いや気けがさしてたから、私のもとに来たの！」

「天地……」魎呼は、ハルナに抱きつかれたまま様子を見守っている天地を見て呟いた。天地は、チラリと魎呼を見たが、うつむいたまま、何も答えない。

「分かったでしょう？　さあ、出て行ってちょうだい！」

　ハルナがそう叫んだ途端、魎呼と阿重霞は、パラレルワールドから追い出された。

　気がつくと、二人は何もない、漆しつ黒こくの空間にいた。

「魎呼さん……」

「ここは、どこだ？」

　不安げにお互いを見つめ合う魎呼と阿重霞に、暗くら闇やみの中から返事が返ってきた。

　──私の、心の闇よ──

　その声は、さして大きくもないのに、空間全体に響いていた。

「ハルナ？」

「ハルナさん？」

　──あなたたちには、きちんとお話ししておこうと思って──

「何を？」

「何をですか？」

　──私と、天地のことを──

「お前と？」

「天地様のこと？」

　──そう。なんだか、誤ご解かいされてるみたいだから──

「誤解なんか、してねえよ！　お前が無理やり、天地をへんてこな世界に連つれて行きやがったんだ！」

　──やっぱり、誤解している。さっきも言ったけど、私が無理に天地を連れて来ることなんてできないの。私には、そんな力はない──

「だったら、どうして天地様は、私たちのことを忘れていらっしゃるのです！」

　──忘れたいと思っていたからよ──

「噓うそばっかり言うんじゃねえよ！」

　──噓じゃないわ。私が会った時、天地は『どこかへ消えてしまいたい』って、そう思ってた。だから私は彼を連れて来て、彼と私の理想の生活を続けているの──

「天地とお前の理想の生活？」

　──そうよ。だって、私も、ずーっと寂しかったんですもの──

「あなたは間違っていらっしゃいます！」

　──私が？　どうして？──

「寂しいから、人を愛するのではありません！　それに、天地様は真実をご存じないではありませんか！」

　──そんな余計なこと、知る必要ないわ──

　──とにかく、二度と私たちの世界に来ないでちょうだい。さようなら──

　二人は再び、空間から投げ出され、そして元の世界に戻った。




　二人を転送し、帰りを待ちわびていた皆から一いつ斉せいに通信が入る。

「お姉様！　天地兄ちゃん、帰ってきたの？」

「ミャオ！　ミャオ！」

「天地さん！　美星ですぅ。無事ですかあ？」

「どうしたの？　黙ってちゃ、分からないじゃないの」

　どの通信にも答えられず、俯うつむいたままの魎呼と阿重霞の代わりに、鷲羽の声が通信機を伝って響いた。

「なんてこと……！　あの世界は、パラレルワールドなんかじゃなかったわ」

「パラレルワールドじゃない？」

　全員が一斉に叫んだ。

「パラレルワールドじゃないって、じゃあ、どこですの？」

　全員の気持ちを代弁して、阿重霞が聞く。

「ハルナ殿の想おもいが作った世界よ」

「ハルナさんの想いが？」

「そう。おかしいと思ってはいたの。天地殿、こちらの世界にいる時よりも、成長していたでしょう？」

「ええ。大人っぽくなられたと思っていました」

「時間軸が違うのよ。それに、時間が前へ進まないで停てい滞たいしている。パラレルワールドっていうのは、最初に説明したように、今いるこの世界と合わせ鏡のようになっているハズ。時間軸や、時間が滞とどこおるのはおかしいと思っていたけど、まさか、ハルナ殿の想いが別の世界を創つくってしまうほど、大きなエネルギーを持っているとは……魎呼？　どうしたの。随ずい分ぶん、おとなしいわね」

　ふと、気がついた鷲羽が声をかける。いつもなら、真っ先にいろんなことを聞いてくる、気の早い子なのに……。

「そういえば……」

　ハルナの空間でも、初めは威い勢せいが良かったが、途中からめっきりおとなしかったと、阿重霞も隣となりの魎呼を見る。

「うるせえ。何でもねえよ」

　そう毒づいた魎呼に、肩をすくめて鷲羽は続ける。

「とにかく、なんとか早く天地殿を連れ戻さないとね。ハルナ殿の世界に取り込まれちまう。もう一度、二人を送り込めるよう、なんとか研究してみるよ。とにかく、それまで待機してて」

　そう言うと、鷲羽は亜空間の研究室に閉じこもってしまった。

　とりあえず、砂沙美も魎皇鬼も、清音も美星も、その場で待機ということになった。

　魎呼は、ぷいと部屋から出て行ってしまい、後に残された阿重霞は、何か考え事をしているらしく、じっとその場にたたずんでいた。







　　第８章　17才・未来の奪だつ回かい







「『この場所から消えてしまいたい』そう思ってたから、連れて来たのよ」

「来たくなければ、連れて来ることなんてできないわ」

「天てん地ちは私を愛してる」

「私と天地の理想の暮らしをしているの」

　チクショウ！　あいつの、ハルナの声が耳から離れない。そんなはずはないと、何回、否定しても思い出しちまう。

　天地は、あたしたちから逃げたのか？

　あたしたちが嫌いやになって？

　噓うそだ！　そんなこと。

　でも……天地はあたしのこと、好きだって言ってくれたか？

　一回でも。

　あたしのこと、ハルナみたいに抱だき締しめてくれたことがあったか？

　あの世界に着いた時、仲なかむつまじく寄り添そってた二人の姿が思い出される。

　くそぉ、天地。

　そうなのかよ。

　本当に、そうなのかよ。

　考えてみたら、あたし、いっつも自分から天地にくっついてばっかりだった。

　自分から、天地に好きって言うばっかりだった。

　重荷だったのか？

　考えてみれば、そうだよな。

　自分の気持ち、押しつけてばっかりで、天地の気持ちなんて考えてなかった。

　あたしなんて、全然、女らしくないし……。

　天てん涯がい孤独の宇宙海かい賊ぞくだし……。

　迷惑だったのかな？

　ごめんな。天地。

　でも、あたし、天地が好きなんだ……。

　どうしようもないくらい、好きなんだ……。

　天地が嫌だって言うなら、もう無理言わないよ。

　でも、好きでいるくらいいいよな。

　もう、お前に会えないのかな……。

　会いたいよ、天地。お前に会いたい……。

「魎りよう呼こさん」

　いつの間にか、阿あ重え霞かがあたしの後ろに立っている。旅館の側そばの公園のベンチで、あたしはどのくらいの時間、ボーッとしてたんだろう。

「鷲羽わしゆうさんから連絡がありました。ハルナさんの世界ね、消しよう滅めつしかかっているんですって」

　阿重霞は、そう言いながら、あたしの横に腰を下ろした。

「なんだって？」

「エネルギー反応が急速に落ちてるって。椿つばきの、ハルナさんのエネルギーである椿の寿じゆ命みようが尽きかけているんですって」

「じゃあ、天地は？」

「あのまま、あそこにいらっしゃったら、ハルナさんの世界と一緒に消滅してしまわれるだろうって……」

「そんな！」

「椿のエネルギーが落ちているのだから、こちらの使えるエネルギーもあと僅わずか。もう一度、一人だけをハルナさんの世界に送れるそうです」

「…………」

「魎呼さん、あなた行ってらっしゃい。行って天地様を連れ戻して来てください」

「あたしは、行かないよ！」

　自分でもびっくりするくらい、大きな声が出た。

　あたしに譲ろうとしてくれている阿重霞の気持ちは嬉うれしいけど、今のあたしには天地に戻って来て欲しいなんて言えない。

　だって、天地はあそこにいる方が幸せかも知れないのに……。

　もしあいつが本当にハルナが好きなんだったら、一緒に消滅するのも悪くはないのかも知れない。

　あたしが、天地と一緒なら、たとえ世界の最後の日が来たって怖こわくはないように。

「あいつは、望んであそこにいるんだ。天地の人生さ。好きにするさ」

「本当にそう思っていらっしゃるの？」

　チクショウ。痛いところを突きやがるよ、この女は。思ってないよ、本当は。無理やりにでも連れ戻したい。

「だって、あいつがあの世界にいるってことは、そもそもそう言うことなんだろう？

波長が合わなきゃ連れてけないって、鷲羽も言ってたじゃないか」

「本人に聞いてみなきゃ分からないって、魎呼さんが私にそう言ったんでしょう？」

「あんときゃ、あんときだよ。あたしは、考えを変えたんだ。天地があそこにいたいって、そう言うんなら……それなら仕し様ようがないじゃないか」

　不覚にも、声が詰まってしまう。

「だって……天地様はおっしゃいました？　ここにいたいって」

「言わねえよ。言わねえけど、あたしたちのこと、忘れちまってたじゃないか！」

　そうだよ。他人の目をして、あたしを見たんだ。くそう、思い出したくもない。

「怖こわいんですのね？」

「怖い？」

「そう。私には強気なこと、おっしゃったけど、本当は怖いんでしょう？　天地様の気持ちを確かめるのが！」

　何だって、コイツはとさかに来ることばっかり言いやがるんだ！

「ああ、怖いよ。怖くちゃ、いけないのかよ。

自分は、どうなんだよ。だったら、自分が行けばいいだろう？」

　叫んだあたしに、だが阿重霞は静かに言った。

「私も、怖いです」

「阿重霞……」

　なんだって、今日に限ってそんなに素直なんだよ。こっちが調子、狂っちまうよ。

「でも、魎呼さんがおっしゃったでしょう。このまま、天地様の気持ちを確かめないまま、終わってしまうのは嫌だって。私も、そう思います。それに、やはり間ま違ちがっていると思います」

「間違ってる？　ハルナの世界がか？」

「ハルナさんの世界……というよりも、ハルナさんの世界に天地様がいることがです。天地様の生きる世界はここです。ここが天地様の現実です。ハルナさんは天地様の理想の生活をしているとおっしゃいました。でもそれは、その理想の生活は、天地様がこの世界で作り上げていくものなのではないでしょうか」

　なんだ？　なんだ？　ややっこしいな。

「つまり、天地はあの世界に逃げてるって言いたいのか？」

「そう……そうです。そういう具合にいい言葉が見つかりませんでした。そうです。逃げてらっしゃると思うのです」

「あたしたちが嫌いだから？」

　考えは、ついついそこに行ってしまう。

「……。分かりません。そういうことも含ふくめて、すべてです。私、考えたのです。魎呼さんは、逃げずに確かめたいとおっしゃいました。それならば、天地様も逃げずにお答えくださらなければ！」

　驚おどろいた。

　あたしは心しん底そこ、驚いた。

　世間知らずのお嬢様だと思っていた阿重霞が、あたしが落ち込んでいる間に、こんなことを考えていたなんて。

　なんだか、負けていられないという気持ちになってきた。

「そこまで考えておきながら、いいのかい？　自分が行かなくても。もし、あたしが失敗したら、二度と天地には会えないかも知れないんだぜ？」

「天地様は帰っていらっしゃいます！　迎むかえはあなたで十分ですわ。私が出向くまでもありません！」

　あたしは、思わず笑ってしまった。しち面めん倒どうくせえことを考える頭のくせに、この理由は陳ちん腐ぷすぎる。

「ああ、そうかい。じゃああたしが行ってくるよ」

　なんだか、涙が出そうで、あたしは勢いよくベンチから立ち上がった。阿重霞にくるりと背中を向けて、歩き出しながら、

「ありがとうよ」

　と言うのがやっとだった。

　チクショウ。

　カッコ悪すぎるぜ、あたし。

　これで天地を連れ戻せなかったら、一生、こいつの顔を見れねえよ。

　神様、あたしはこれまであんたに何ひとつ頼んだことはない。

　一生で一度、これっきりだから、きいてくれ。

　あたしに、勇気をくれよ。

　深まる秋の夕空を見ながら、柄がらにもないことを思っちまった。







「いい？　何度も言うようだけど、ハルナ殿の世界のエネルギーは尽つきかけている。世界が消しよう滅めつする前に、天地殿を連れて帰らなければ、天地殿は永遠に闇やみの中だ」

「はい、はい。もう何度も聞いたよ」

　ホログラムの鷲羽わしゆうは、もう何度も同じことを繰り返し言っている。

「ちゃんと聞いてるの？　それから……」

　あたしは、鷲羽の言葉を遮さえぎって続きを言った。

「魎りよう呼こ、あんただって早々にハルナ殿の世界から引き上げないと、消えてしまうんだからね……だろう。もう、何回も聞いたよ。そんなことより、早く転送してくれないと、本当にハルナの世界が消えちまうぜ」

「分かってるわよ。今、椿つばきのエネルギーを集中させているの。準備が済んだら、すぐ転送するわよ。いい、魎呼？　何度も言うようだけど、ハルナ殿の世界はエネルギーが……」

　まだ、さっきの話を繰り返すつもりらしい鷲羽にあきれて、あたしは阿あ重え霞かに肩をすくめて見せた。

　だが、阿重霞は真ま顔がおで言う。

「心配ですのよ、鷲羽さん。天地様を説得できなかった場合、魎呼さんも天地様と一緒にあの世界で消滅することを選ぶんじゃないかって……」

　驚おどろいた。

　今回の件では、阿重霞はあたしよりずっと利り口こうらしい。
















　阿重霞の言葉が聞こえたらしくホログラムの鷲羽がひどく怒おこって言う。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　誰が心配なんかするもんですか!!」

　あたしは、涙が出そうになった。

　今回、あたしは泣いてばっかりいるな。

　まいったな。

　最後にキメないとメンツ丸つぶれだよ。

　あたしは、通信機に向かって威い勢せいよく言った。

「当たり前だよ、天地はあたしと帰ってくるんだからさ。心配なんかされて、たまるもんか！」

　あたしの言葉にちょっと安心した様よう子すの鷲羽だったが、その顔はまたすぐ緊張に包まれた。

「準備、整ととのったわ。魎呼、行くわよ」

　鷲羽の、きりりとした声が響く。




　５、４、３、２、１、０！




　行ってくるよ、阿重霞。

　行ってくるよ、鷲羽。

　行ってくるよ、皆。

　行って必ず、天地を連れて帰ってくるよ！







　　　〈昔語り⑥〉







　男と、成長した少女が結ばれて一年がたった。今日は、二人の暮らす神社がやけに騒がしい。

　男は落ち着かないらしく、廊ろう下かを行ったり来たりしている。

「まだまだですよ。男の人が気をもんだって仕し様ようがない。散歩にでも行っててください」

　そう義は母はに言われて、男は仕方なく散歩に出る。

　湖まで来ると、ピチャンッ、ピチャンッと水を跳はねる音がする。見ると、小さな男の子が水を跳ねて遊んでいた。幼おさない頃の妻が、水を跳ねていた姿とダブり、男は感かん慨がい深く、湖を眺ながめた。

　そして、湖に映る自分の姿を見る。神社の半はん纏てんを着た姿は、すっかり地球の男である。やがて、義母が頼んだのだろう。近所の若い娘が男を捜さがしにやって来た。急いで家へ帰ったところで、その声は元気に玄関まで響いて来た。

「オギャー！　オギャー！」

　妻の寝室へ駆け出す男の耳に、産さん婆ばの手伝いをしている老婆の大きな声が響く。

「生まれましたよ！　女の子です！」

　そう、今日は男の子供が生まれる日だったのである。産うぶ湯ゆをつかい、純白の産うぶ着ぎを着せられた赤ん坊は、男には、世界で一番、愛らしい生き物に思われた。

　そしてその横で、満足げな笑みをたたえている女は、世界で一番いとおしい人だった。

「ありがとう、イツキ」

　男は、女の手を取って、そう言った。

「名前、考えなくちゃね」

　女は、男の手を握り返して幸せそうに、そう言った。

　三日後、思案の末、赤ん坊は阿あ知ち花かと名づけられた。

　家中の誰もが、幸せに満ちたりていた。

　裏山で、寂しげに椿つばきが揺れていることなど、誰も気にとめはしなかった……。







　　第９章　19才・燃えつきる、永遠の夏……







　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。




　今日も、蟬せみがうるさい。

「天てん地ち──！　そろそろ起きないと、遅ち刻こくするよ！」

　襖ふすまがガラリと開いて、ハルナが顔を覗のぞかせた。

「ああ、今、起きるよ」

　暑さのせいで体が重い。

　ノロノロと起き上がって、汗のついたパジャマのボタンにグズグズと手をかけている俺おれを尻しり目めに、ハルナは部屋に入ってくると、勢いよく窓を開あけ放った。

「ほら、今日もいいお天気！」

　リ──ン。

　風に揺れて、風ふう鈴りんが小さく音をたてる。

　いつもと、同じ朝だ。

　いつもと同じ、平へい凡ぼんで幸せな朝。

「さあ、天地。早く顔を洗ってきて。朝ごはんにしよう！」

　そう言って、部屋を出て行くハルナを、俺は思わず呼び止めた。

「ハルナ！」

「ん？　なに」

「いや……なんでもないんだ」

「変な天地」

　あきれたようにそう言って、フフフと笑うと、ハルナは部屋を出て行った。

　俺は、言葉を飲み込んだ。

　どんな言葉を？

　ハルナに何を聞こうと言うんだ？

　決まってる。

　今、俺の中は疑問でいっぱいだ。

　どうして毎日、同じ朝がやってくるんだ？

　昨日をＡとするなら、今日はＢではなく、[image: ]だ。そして明後日は、

　[image: ]。季節は、永遠に夏。一体、いつからこんな奇妙なことが続いているんだろうか。

　そして昨日の、あの女の子たち。どうして、俺の空想の中の女の子が実在するんだ？

　一体、どこからこの部屋にやって来たんだ？

　この世界は、一体、何なんだろうか。

　そうだ！　確か、ここに仕し舞まってあったハズ。俺は、タンスの一番上の引き出しを開けた。ここには、預金通帳や印いん鑑かんが入っていたはずだ。免許証とか預金通帳とか何でもいい。そういう公的な物を見ると、ひとまず落ち着けそうな気がした。

　あった！

　だが、通帳の表紙には名前がない。

　なぜだ？

　中を、見る。

　俺は、絶ぜつ句くした。

　一、十、百、千、万……一体、いくつゼロがあるんだ？　こんな金、ハルナのアルバイト料であるわけがない。第一、この間、指輪を買った金額も引き落とされていない……。

　呆ぼう然ぜんと通帳に見入っていた俺は、背後に厳きびしい視線を感じてビクッとした。

「ハルナ？」

　部屋の入り口に、ハルナが立っている。悲しそうな目をして……。

「天地、何をしているの？」

　悲しいハルナの目。張りつめた……。でも、聞かなきゃいけない。

「ハルナ、これ、どういうことだよ？」

「忘れて、天地。その通帳のことも、昨日の女の子たちのことも、全部。お願い！」

「…………」

　黙ったままの俺に、ハルナは責めるように言い募つのる。

「天地、私のことを愛してるって言ったじゃない！　ずっと一緒にいようって、言ったじゃない！」

「でもハルナ……この世界は、変だよ」

　ようやくそう言った俺に、ハルナはしがみついてきた。

「それが、何だっていうの？　そうよ、ここは確かにあなたの生まれた世界じゃない。でも、それが何なの？　何がいけないの？」

「毎日……同じなんだ」

　そう呟つぶやいた俺に、ハルナは絶望したように低く叫ぶ。

「あなたの、望んだ世界じゃないの！」

「俺の？」

「そうよ。温あたたかくて、優しい平へい凡ぼんな毎日よ。でも、それが嫌いやだと言うなら、天地の望み通りにしてあげる！　どうしたいの？　もっと贅ぜい沢たくな暮らしがしたい？　それとも有名な画家になりたい？　あなたが欲しいと言うなら、何だって、宇宙だって手に入れてあげる。だから、ここにいてよ。この世界にいてよ！　天地！」

　白く細い腕で俺をかき抱いだくようにして、最後の方は祈りのように、ハルナは俺に訴うつたえ続けた。

　震ふるえる指先から、ハルナの哀かなしみが、どうしようもない切せつなさが伝わって来て、俺にはハルナを拒こばむことができなかった。

「もう、いいよ。ハルナ。もう、いいから。君がそう望むなら、俺は通帳のことも、女の子たちのことも知らない」

「本当に？」

　濡ぬれた瞳ひとみで、信じられないというように俺を見上げたハルナが、さらに切なかった。

　必死になって引き止めながら、だが、自分の望みをハルナはどこかで諦あきらめていたのだ。もう何十年もすべてを諦めてきた人のように、その瞳ひとみは暗かった。

　なぜだろう。なぜ、ハルナはそんなにも、哀しいんだ。

　俺は、まだ泣きじゃくるハルナのブラウスのボタンを外はずし、そのやわらかな肌に口づけながら感じていた。俺には、この哀しみを埋うめることはできないのだと……。

　そして、昨日の少女たちの必死の形ぎよう相そうが、脳のう裏りに浮かぶ。あれは、誰だれだったろうか。俺は、本当にここにこうしていていいのか？

　だが、絡みつくハルナの熱を帯び始めた肢し体たいに体を沈めながら、やがて俺の頭の中は、真っ白になっていった。




　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー、ジー、ジー、ジー……。




　蟬せみが、鳴いている。




　ここは、永遠の夏。




　　　　☆☆☆☆☆




　ひっそりとした山の一角で、今、一本の木がその寿じゆ命みようを終えようとしていた。

　生物に比くらべれば、一見、木々の寿命は長い。だが、その運命はほとんどが他人の手に委ゆだねられている。

　彼らは風雨を避けて移動することもなければ、己おのがために食い物を求めて山野を駆けめぐることもない。ただ、定められた運命の場所に根を張り、静かに時をおくる。

　あるがままの生に、逆らうことなく……。おそらくそれが、木々が自由にならない体の代わりに天から授さずけられた強さなのだろう。

　だが、ひとりの人間が木と同じ運命を強しいられたとしたら……。

　己おのれの弱さで、おそらく破は滅めつを招まねくだろう。




　柾まさ木き勝かつ仁ひとは、今、その朽くちようとしている老ろう木ぼくの前にいた。その老木の運命は、彼が決めた。彼が遠い異郷からこの地にやって来た時、愛いとしい人の亡なき骸がらとともに、この老椿をここに植えたのだ。

　亡骸は朽ち、やがて彼女の想おもいは木の根を伝って椿に宿った。彼女の無念の寂しさは、椿の年輪と一緒に積み重なっていった。

　そして今、椿は朽ち果てようとしている。

　彼女の寂しさを抱いだいたまま……。

　もう何時間も椿の前に膝ひざをつき、その幹みきをやさしくなぜていた勝仁は、覚かく悟ごを決めたように、すっくと立ち上がり、老椿に向かって天てん地ち剣けんを構えた。

「ハルナ！　連つれていくなら、私を連れてゆけっ！」

　そう叫び、老椿に剣を振り降ろすと同時に、勝仁はガクリとその場に倒れ込んだ。




　　　　☆☆☆☆☆




「天てん地ち？　どうしたの。ぼんやりして……」

　夕飯の茶わんを持ったまま、不ふ意いに黙だまってしまった天地に、ハルナは不安げに問いかけた。

　左手に茶わんを持ち、右手に箸はしを握った天地は、だが、まるで石像のように動かない。

　激しい不安につき動かされて、ハルナは立ち上がり、天地の体を揺すった。

「天地!?　どうしたの？」

　はじめは木で偶く人形のように揺すられていた天地が、やがて、ゆっくりと眼まな差ざしを上げ、ハルナを見据えた。

『ハルナ、私の孫を返して欲しい』

「天……遥よう照しよう？」

　ハルナは、天地の肩に置いていた手を離し、思わず、後ずさった。

　ハルナの目の前にいるのは、天地で、その声も天地のものだった。だが、そこに存在しているのは、紛まぎれもなく遥照だとハルナは感じていた。

「遥照、あなた？」

『ハルナ』

　驚おどろきのあまり、何かに憑つかれたように自分を見つめるハルナを、遥照もじっと見つめ返した。もう会うことはない。いや、会えるはずのなかった愛いとしい女……。自分の哀かなしみに溺おぼれ、罪のない孫、天地を巻き添ぞえにしようとしているハルナは、もうあの優しかったハルナではないのかも知れない。ただ己おのれの欲望を満たそうとする、邪じや悪あくな霊なのかも知れない。だが顔を見れば、昔のままの愛いとおしさがつき上げてくる。

　ハルナは、信じられないという目で遥照を見続けている。

「どうして、ここへ……」やっと絞しぼり出したハルナの声は、震ふるえていた。

『孫を、天地を返して欲しい。ハルナ』

　再びそう言う遥照に、ハルナは激しくかぶりをふった。

「あなたまで、そんなことを言うの？　あの子は、天地は現実の世界から逃のがれたがっていたのよ！　だから、私はあの子の望みを叶かなえてあげた。あの子が望む、平凡で温あたたかな毎日をあげた！　あの子も私も、毎日、幸せだった。何がいけないの？」

　吐はき捨てるように乱暴にそう言い募つのるハルナは、どこか投げやりな印象を与えた。そんなハルナに、真っ直すぐに向かい合って遥照は静かに言う。

『だが、天地は私ではないよ』

　遥照の言葉に、ハルナは唇くちびるをかんだ。そうだ。天地は遥照ではない。それはハルナが、打ち消そうとしながら、打ち消せなかった事実だった。ハルナが愛しているのは天地ではない。それが証拠に、この世界にいる天地は、現実世界の天地の姿ではない。死に別れた頃の遥照に瓜うり二つなのだ。今、自分に語りかけている遥照が、天地の体を借りていることを忘れてしまうほどに……。

　突然、ハルナは込み上げてくる激しい怒いかりを押し止めることができないという様ように、遥照につかみかかった。

「そうよ！　あの子は、天地は、あなたじゃないわ！　あなたと他の女ひ人ととの血を引いた子よ！　私、死んでしまってから、あなたを見守りながら、あの子の成長をずっと見てきたわ。どんどんあなたに似ていく、あなたの血を引いた、愛おしくて、憎い子……」

　そこまで言うと、ハルナは遥照の腕に摑つかみかかったまま、ガクリと膝ひざを折ってうなだれた。

「私……、私、あなたと暮らしたかったのよ、この地球で。朝も、昼も、夜も、あなたと一緒にいたかった。食べて、寝て、笑って……、そんな何でもない日常をあなたと生きたかったの。私の体が滅ほろんで、あなたが他の人と生きて行くのは仕し方かたがないと、そう自分に言い聞かせたけれど、寂しかった……。本当なら、私があなたと……あんな風に子供の手をとって……。そう思うとたまらなかった！　幸せそうに笑うあなたが、愛おしくて、憎かった……」

　泣き崩くずれるハルナの手を、自分の腕からそっと押しやり、その手を自分の手のひらでしっかりと包み込みながら、遥照は言った。

『分かっているよ、ハルナ。君を責めているわけじゃない。だから、私を連れて行きなさい』

「え？」

『寂しい思いをさせてすまなかった。随ずい分ぶん、遅くなったが、一緒に行こう。ハルナ』

　ハルナは、しっかりと遥照の手に包み込まれた自分の手を見た。

　もうずっと待ちわびて、だが、二度とつながれることはないと思っていた手と手。

　あの時、あの宇宙船で固く握り合った手と手。

　あのぬくもりがどんなに恋しかったか……。

　あの手を取って、どこまでも歩いてゆけたなら、どんなに幸せだったか……。

　そして、生まれることのなかったあの子……。

　あの子と、遥照と三人で暮らす夢は、どれだけ私を幸福にしただろう……。

　ハルナは、あの遠い日、どれだけ自分が遥照を愛していたかを思い出していた。

　あの時のハルナは、一瞬でも遥照を憎む日が来るなどと考えたこともなかった。

　長い、長い時間をかけて凍こおりついたハルナの心の大きな醜みにくい魂たましい……。

　遥照の手のぬくもりに、凍りついた寂しさが、冷たく冷え固まった醜い心が、溶とけだしていくようだった……。

「遥照、遥照、私は、あなたを愛してた……！　あなたを憎みたくなんか、なかった。あなたの幸せを喜びたかった……。でも、でも、どうしようもなく醜い心が、私の中にわきあがってくるの。押さえようがないの！　私は……、私は……」

　自分の手にすがりつき、泣きじゃくるハルナを、遥照はそっと抱き寄せた。

「分かってるよ。分かってるから、ハルナ。だから、一緒に行こう。今度こそ、ずっと、ずっと一緒にいるから」

　優しく自分を抱く遥照の腕の中から、ハルナはじっと遥照を見つめた。この腕に抱かれて、このまま朽ち果てることができたら、どんなに幸せだろうか……だが、ハルナは思いきったように、その腕を押しやった。

『ハルナ？』

　自分の腕をすり抜けていったハルナを、遥照は不安げに見る。

「駄だ目めよ、遥照。もし、これからあなたと、失われた時間を取り戻せたら、どんなに幸せか……。でも、私と行くというのは、そういうことじゃないわ。もう、どうやっても、私たちには、あの時間を取り戻すことはできないの。可お笑かしいわね。そんなこと、もう、ずっと、ずっと分かっていたのに、ずっと、ずっと、考えて来たことだったのに、あの子が、天地が、あなたにそっくりに育っていくにつれて、私、夢を……見てはいけない夢を見てしまった……そうして、迷うあの子の気持ちを利用してしまった……。

　遥照、あなたには今、愛する人たちがいるでしょう。私と一緒に逝いくなんて言ってはダメよ」

『ハルナ、私を許してくれるのか？』

「許すなんて……」

『だが私は、イツキと……。君と約束したのに、ずっと一緒だと……』

「遥照、私は死んでしまったのよ。あなたは生きている。死んだ私の時間は止まったままだけど、あなたの時間は流れている。分かっていたのよ。十分に分かっていたけど、寂しかったの。ごめんなさい。謝あやまるのは、私の方だわ。でも、こうするしかなかったの……」

『ハルナ……』

「さようなら、遥照。今度こそ、本当に。天地に、あの子に悪かったって伝えてちょうだい。遥照……良かった……最後に、あなたに会えて……」

　グラリと、空間が歪ゆがんだ。

　音もなく、壁も、床も、窓も、町並みも消えてゆく。永遠の夏空も……。

　ハルナの世界が、消滅しようとしている。

『ハルナ、ハルナ、ハルナ！』

　次し第だいに色を失っていくハルナの細い肢し体たいを、遥照は折れんばかりに抱き締めた。

　今度こそ、もう二度と抱き締めることはないだろう体に、すがり着くように……。




「ハルナ？」

　天地が我に返った時、腕の中にぐったりと横たわるハルナにすでに意識はなかった。

　だが天地の意識は、遥照の意識に体を支配されている間も、天地の中にあった。

　天地は、全すべてを悟さとったのである。

　これまで自分がどこにいたのか。

　この世界が何だったのか。

　ハルナの哀かなしみが何だったのか。

　ハルナの愛しているのは誰だったのか……。

　そして、ハルナが自分をどう思っていたのか……。

『愛おしくて、憎かった……』

「ハルナ、辛つらかっただろうね。毎日、俺を見て……自分の愛した男と、他の女の血を引く俺を見て……ハルナ、俺は何も知らないで……結局、君に何もしてあげられなかった……」

　愛した女性が見ていたのは、自分ではなかった……その悔くやしさよりも、彼女の哀しみを思うと胸が痛んだ。その哀しみを知らなかった自分に、激しい憤いきどおりを感じた。身代わりでもいい。彼女がそれで救われるなら、少しでも癒いやされるというなら、全てを捨てても、ハルナと行きたい……それは、おそらく天地の中に初めて生まれた愛するが故ゆえのエゴだった。
















　すっかり色のなくなったハルナの頰ほおに手を当てた天地の目から、涙が伝い、ハルナの乾いた唇くちびるを濡ぬらした。

　と、その時、

『テンチ』

　天地の頭の中に、直接、ハルナの声が響いて来た。

「ハルナ!?」

　天地は思わず腕の中のハルナを見たが、ハルナは固く目を閉じたままである。

『テンチ、ゴメンネ。ソシテ、アリガトウ』

　再び響いてきた限りなく優しく、温あたたかなハルナの声に、ふいに天地は、ハルナが永遠に自分の元から去って行くのを感じた。

「ハルナ!?　ハルナ──!!」

　ハルナをきつく抱きしめ、天地は叫んだ。だが、ハルナの体は天地の腕の中で、次第に輪郭を失ってゆく。壁も、いすも、テーブルも、ハルナの世界の全てが消失してゆく……。

「ありがとう」最後にそう言ったハルナの声が、天地の耳にいつまでもこだましていた。

　すべてをゆるした、優しい、聖母のような声が……。




「天地！　こっちだよ！」

　消えてゆく世界の中で、まだハルナの残像を追い求め、ぼんやりと立ち尽くしている天地を力強い声が呼んだ。

　ハルナの世界に来たものの、世界が消失しはじめ、やっとの思いで天地の姿を見つけた魎りよう呼こだった。

「魎呼……？」

　自分を見て、そう呼んだ天地に魎呼は嬉うれしさのあまり、飛びついた。

「天地！　あたしのことが、分かるのかい？」

「ああ、魎呼」

　天地は、魎呼に抱きつかれながら、逃げ出した現実を感じていた。

「じゃあ一緒に、帰ってくれるんだね？」

　真っ直すぐに自分を見つめる瞳ひとみ。そう、俺はこの瞳を見つめ返すのが怖こわかったのだと、天地は思った。何を恐おそれていたのだろう。自分の気持ちさえしっかりしていれば、恐れるものなど何もない。

「ああ、魎呼。迎むかえに来てくれて、ありがとう」

「天地！」

　自分にしっかり抱きついてくる魎呼を、天地ははじめて愛いとおしいと思った。たとえ、その気持ちを受け止められないとしても……。

「こら魎呼、よせよ。早く帰ろう。阿あ重え霞かさんや皆が心配してるよ」

　抱きついてくる魎呼を、やんわりと押し止めながら、天地が言う。魎呼は、あふれてくる涙をグイと拭ぬぐって天地に笑いかけた。

「よし、行くぜ。本当に、心配ばかりかけやがって」

　天地は、あたりをぐるりと見回した。もう、あの二人で暮らした部屋もない。

　キラリと、何かが光った。

　ハルナが嬉しそうにはめていた、あのペアリングだった。

「ハルナ、さよなら。俺、もう逃げないよ。君に会って、大切なものが何か、分かった気がする」

　天地は、心の中でそう呟つぶやくと、自分の薬指から銀の指輪を抜き、消えてゆくハルナの世界に投げ落とした。

　銀の細い光が、ハルナの哀しい夢が、闇やみに溶とけて消えてゆく……。

「ありがとう、天地」天地の耳に、もう一度、あの優しいハルナの声がこだました。




　秋も深まった山中に、ひとりの男が立ち尽つくしている。

　男の周囲には、秋だというのに、何な故ぜだか真っ赤な椿つばきの花弁が舞っている。

「おやすみ、ハルナ」

　勝かつ仁ひとは、枯れ果てた老椿に語りかけた。

「またひとりで、取り残されてしまったな……」

　ハルナの世界へ旅立った時、勝仁は死を覚かく悟ごしていた。いや、死を望んでいたのかも知れない。

『死んだ私の時間は止まっている。でも遥照、生きているあなたの時間は流れているんだから……』

　ハルナはそう言った。

　そうだ。生きていれば、時間は流れる。

　そして、時間は残酷だ。

　決して癒いえないと思っていた哀しみさえ、押し流してゆく。

　それは時の優しさかも知れないが、哀しみが薄らいでゆくことは、また二重の哀しみとなって、己おのれの胸に降り積もる。

　勝仁は、高い、高い秋空を振り仰あおいだ。

「ハルナ、イツキ、阿あ知ち花か……。お前たちは、ずるいぞ。私を置いて行ったくせに、私の中で永遠に生きている。私は、お前たちのために生きるより他ほか、ないじゃないか」

　勝仁は、椿に背を向けて歩き始めた。

　多分、天地ももう家に帰っているだろう。

　賑にぎやかな日常がまた、はじまろうとしている。

　歩いてゆく勝仁の後ろ姿を、三人の女性がいつまでも見送っていたことを、勝仁の背中は感じていたのか、いなかったのか……。







　　第10章　17才・秋。新しい未来へ……







　見み事ごとな秋晴れである。

　空はどこまでも高く、青く、夏の熱気をひそめた空気は、肌にやさしい。

　木々は色づき、木の実は実り、焼きいもはおいしい……。失礼。あんまりいい匂においだったもので……。

　天てん地ちが戻り、すっかり賑にぎやかさを取り戻した柾まさ木き神社で、落ち葉を集めて砂さ沙さ美みちゃんが焼きいもを焼いているのである。

　そのたき火に当たりながら、阿あ重え霞かが魎りよう呼こに聞く。

「それで、いつ聞くのです？」

「聞くって……」

　知っているのに、知らんふりしたい魎呼が答える。

「もちろん、天地様のお気持ちをです。はっきり天地様の口から聞かないと、気が治おさまらないとおっしゃったのは、魎呼さん、あなたではありませんか」

　そうである。すっかりシリアスになった二人は、そんな健けな気げな決意をしていた。

「それは。そうだけどよ……」

「いつ、聞くのですか？」

「じゃあ、お前から聞けよ」

「そんな……私は、後で結けつ構こうです。あなたから、どうぞ」

　阿重霞は、ぶんぶんと首を振ってとんでもないという表情をした。

　そんな阿重霞を見ながら、魎呼は必死に言い訳を考えていた。

「いや、あの、思うんだけどよ……」

「はい？」

「その、悔くやしいけど、どうやら天地はハルナのこと、本気だったらしいんだ。だったらさ、失恋したばっかりってことだろ？　そういう時に聞くのもアレだと思ってさ……」

「そうかも知れませんわね」

「そうだろう？」

「今、聞くのもアレですわね？」

「そう、そう。アレです」

「では、また今度にいたしましょう」

「そういたしましょう♪」

　とどのつまり、恋する乙女おとめの心は複雑なのである。相手の心を知りたいけど、知りたくない。

　冗じよう談だんめかしては聞けるけど、真ま顔がおで聞くのは怖こわいのである。

　さて、当の天地君はというと、なんと例の椿つばきの木の前にいるようである。

　ではちょっと、天地君の視点で今の心境を語ってもらおうではありませんか。

　今回の件、決着つけてくれよ！







　ふう、もう秋か。

　あの時は、まだ春だったっけ。

　魎呼と阿重霞さんが、竹たけ箒ぼうきがどうしたとかで、例のごとく喧けん嘩かしてて、止めに入ったら、いきなりどっちを選ぶかって話になっちゃったんだよな。

　どっちを選ぶか、か。

　俺おれは、ゴロンと地面に横になった。

　傍かたわらには、スケッチブックが投げ出してある。

　パラレルワールドから帰ってから、なんだか無む性しように描きたくなって、買ったものだ。まだ下へ手ただけど、風景とか静物のデッサンからはじめている。

　親父おやじは、

「うーん、遺伝子ってスゴイ！」とか言ってるけど、そういえば、高校時代の親父も、いつもスケッチブックを抱かかえてたっけ。

　その親父は、俺が帰ってくると「お帰り」と言っただけで、どこでどうしてたんだとか、細かいことは何も聞かなかった。じっちゃんの話では、警察とかで随ずい分ぶん、嫌いやな思いもしたらしいのに……。

　じっちゃんは、戻ってからはあの時の話は全然しない。ただ、世話になった皆さんに礼を言えと言われただけで……。

　そうなんだ。今回のことでは、魎呼や阿重霞さんはもちろん、砂沙美ちゃんや鷲羽わしゆうさん、清きよ音ねさんや美み星ほしさんにまで迷惑をかけてしまった。

　俺の気持ちがあやふやなばっかりに……。

　でも俺、ようやく分かったよ。

　一番、大たい切せつなのは自分の気持ちなんだって。

　魎呼たちには悪いけど、俺、あの時、ハルナと消えてしまっても良かったんだ。本当に。
















　だってハルナが好きだったから。

　もし、この世界のこと全部覚えてても、魎呼も、阿重霞さんも、親父やじっちゃんの気持ちも、全部捨てて行ったかも知れない。

　愛するって、そういうことなんだよな。

　他の人を傷つけたくなくても、傷つけちゃうこともある。

　まあ今回、俺はフラれちゃったけどさ……。

　俺は今まで傲ごう慢まんだったと思う。

　俺の気持ちをぶつけたら、相手が傷つくかも知れない、なんてさ。

　本当のこと、言ってもらえない方が傷つくよな。

　同情でやさしくされたってつまらない。

　嫌いなら、嫌いって言われたいよ。

　だからもし今度、俺が誰かに恋したら、はっきり言おうと思う。その人はもちろん、回りの人にも。俺はこの人が好きですって。




「おいもが焼けましたよー!!」

　砂沙美ちゃんの声だ。




「おい、天地。ここにいたのかよ」

　空を飛んで、魎呼が現れる。

「何、考えてたんだ？」

　心配そうに聞く魎呼。顔を忘れてしまうくらい薄はく情じような俺を迎むかえに来てくれたのも、コイツだった。

「何でもないよ。行こう、砂沙美ちゃんが呼んでる」

　魎呼と連れ立って歩きながら、俺は、そっと心の中で謝あやまった。




　ごめんな、魎呼。ごめんよ、阿重霞さん。こんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男で。だけど、もうしばらくこのままでいたいんだ。

　どっちを選ぶかなんて、今の俺には決められないんだ。

　だけどきっと、時がきたら、俺はもう自分の気持ちに噓うそをついたりしない。

　たとえ誰かを傷つけても、きっと本心を言うから。

　だから今は、もう少しこのままでいたい。

　我わがままかも知れないけど。

　こんな風に皆でいられるのって、きっと今の、この時期だけだから。

　そのうちきっと守るものができたり、縛しばられるものができたり、今のままではいられない時がやって来る。

　それまで、もう少しだけ、皆のやさしさに甘あまえさせてくれよ。




「天地兄ちゃん、魎呼お姉ちゃん、早く、早く！　おいもなくなっちゃうよー！」

　砂沙美ちゃんが手を振って呼んでいる。

「天地様！　一番、大きいのを取っておきましたわよ」

　阿重霞さんが笑っている。

「あーん、清音ェ、熱くて皮がむけないー」

「もう、不ぶ器き用ようね。貸してごらんなさい。アチチチチッ！」

「清音殿も、案外、人のこと言えないわねえ」

「ミャオーン！」

　皆がたき火の回りに集まって、俺たちを待っている。

　俺と、魎呼は、皆の元へ走り出した。

　ありがとう。俺、今、皆が最高に好きだよ！




　だそうです。

　天地君の気持ち、ご理解いただけましたでしょうか。

　まだまだ優ゆう柔じゆう不ふ断だんな気も致いたしますが、まあ、今回はこんな感じで許しておきましょうか。




　さて、縁えん側がわにはおじさま軍団が控えております。

「お義と父うさん」

「ん？」

「いい時期ですね」

「ああ。いい時期だ」

　もちろん、賑やかな若者たちを指さして言っているのでしょう。

「だが、年を取るのも悪くはない」

「そうですね」

　思い出は重なるごとに哀かなしいが、それでも心が温あたたまる。

　勝かつ仁ひとと信幸は、それぞれの思い出を胸に、秋空を見上げた。

　少し、風が出てきた。

　たき火の火が、ぼうっと大きく燃え上がって、ひときわ賑やかな歓かん声せいが上がる。

　落ち葉がくるくる舞まい落ちる。

　落ち葉に混まざって、ひとひらの紅あかい花びらが舞ったような気がしたが、それも気のせいだったかも知れない。







　　エピローグ







　薄暗い部屋で、男が机に腰掛け、スケッチブックを繰くっている。

　隅すみが手あかで黒ずんだ、その古びたスケッチブックには、同じ女性ばかりが何頁ページにもわたって描かれているが、その表情はいつも同じで、ひどく優しく、そしてひどく哀かなしい。

　食い入るように、その女性に見入っていた男の耳に、不意に愛らしい足音が響いてきた。

　パタパタパタパタ……。

　バタン！　と顔に似合わぬ乱暴な音を立てて、この静かな部屋に乱入してきたのは、男の娘らしい。

　少女の出現で、にわかに部屋が明るくなったように感じさせる、可愛かわいらしい娘だ。

　まだ５才くらいで、艶つややかな頰ほっぺたとクリクリした瞳ひとみに、好奇心がみなぎっている。

　実はこの書斎は、男の聖域で、無断立入厳禁なのだが、娘に限ってその決まりは全まつたく無視されているようである。

　少女は、部屋の真ん中に据えてあるイーゼルを興味津しん々しんに眺ながめはじめた。

　イーゼルに置かれたキャンバスには、古びたスケッチブックと同じ、髪の長い女性がデッサンされている。

「お父さんったら、また絵を描いてるの？

　ねえ、これだあれ？　きれいな人ね？」

　おませな口く調ちようでそう問いかける娘に、男は苦笑し、そうして話しはじめた。

　この娘に、どこまでこの話が理解できるだろうと思いながら……




「あれはまだ、お父さんがお母さんと出会う前のことだった……」




　男の脳のう裏りに、あの熱い季節が蘇よみがえった。




　あの、永遠の夏の日……。




　ああ、今日もあの夏の日のように暑い……。




　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー。ジー、ジー、ジー……。

　ミーン、ミン、ミン、ミン、ミン……。

　ジ──、ジー。ジー、ジー、ジー……。




　蟬せみが、鳴いている。







　　あとがきにかえて








森尻　和明　　




（パイオニアＬＤＣ　プロデューサー）　　






　とにかく完結篇へんです。みなさん「天地無用！ in LOVE２ 遥はるかなる想おもい」は如何いかがでしたか？

　完結ということで振り返ってみると……みなさんにとっては釈しや迦かに説せつ法ぽうですが、「天地無用！　魎りよう皇おう鬼き」は92年９月からビデオ発売が始まりました。その後、続編やら、ねぎし監督のテレビシリーズ「天地無用！」やら、映画「天地無用！in LOVE」やらいろんな展開をしてきたわけですが、ぼくが「天地無用！」と最初に出会ったのは「開かい闢びやく予告編」からでした。

「『天地無用』って、モノをさかさまにしちゃいけないってことでしょう」なんてノンキな菊池さんのナレーションのビデオ発売前の予告篇です。そのときはまだ「ふーん」てな印象でしたが、まさか自分が担当することになるとは。前任者、山下泰司くんが会社をやめて深夜特急な全世界一周の旅にでてしまったので、引き継ぎしました（そのときの彼の旅行記がＫ談社から本になってます。「天地」を捨てて世界を旅した男の話ですが興味あればどーぞ）。６話のあとから担当したわけですが、イベントやったり、上映会したり、岡山いったり、スキー場いったり、日本を回っていろんな経験をさせてもらいました。世界一周もいいが、こっちも面白かったなあ。

　さて、「遥かなる想い」というタイトルですが、けっこう気に入ってます。最初は「ありがち」なんか思って代案を考えたりしたこともありましたが、小説や映画を見るとけっこうジーンときます。「想い」って簡単な言葉だけど、けっこう深いですよね。中島らもさんも「……なぜなら、僕にはいつも『想い』があるからです。それはあの山のてっぺんで、君と僕の唇くちびるが触ふれあった一いつ瞬しゆんの想い。そしてその瞬しゆん間かんの中で永遠を孕はらみ。世界が無音の音楽に満ちたあの一瞬の断面。その法ほう悦えつの残像が僕のいう『想い』であり、こいつがあるから、僕はなんとか明日までやっていけるのです。……（頭の中がカユいんだ）」と書いてるように、ハルナの想い、魎りよう呼こや阿あ重え霞かの天地へのそれぞれの形の想いが、彼女たちにとって永遠のものであり、どんなにかけがえの無いものか、画面から伝わってきます。

　それは、「想い」としか言い様の無い、なにか他の言葉に置き換かえるとその瞬間に変色してしまうような、なにか。そうしてみると「遥かなる想い（in LOVE ２）」とは、嚙かめば味の出る、しかもＤＨＡもふんだんで健康にもいい塩しお昆こん布ぶのような、良いタイトルだなあと思います。

「遥かなる想い」を読んで、または観みて、あなたの心に残ったほっかりした気持ちが、あなたの想いなんだと思います（誰だれへの？）。そんな気分を手のひらで転がしながら余よ韻いんまで楽しんでもらえるとしたら、もうプロデューサー冥みよう利りにつきるってもんです。

　いま、初号も終わって打ち上げの会場探しをやっているところですが、ねぎしさん、約３年間本当におつかれさまでした。うれしかったり、たのしかったり、くやしかったり、つらかったり、でも終わってみると全部面白くて、映画作りはやめられませんね。これからプロモーションが始まりますが、もうすこし、初日までおつき合いください。そして別の何かでまた。

　最後に。「天地無用！」は完結しますが、「天地」ファンのひとりとして「天地無用！　魎皇鬼」の新作も来世紀中には観てみたいですね。
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